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一般会計

市
税
滞
納
者

納
税
誓
約
書
を
取
り
対
応

繭
入

ま
た
、
滞
納
者
と
直
接
話
し
が

国
市
税

で
き
る
よ
う
電
話
を
二
台
増
設

問
市
税
滞
納
者
に
対
し
て
し
た
状
況
で
あ
る
。

現
在
の
状
況
と
今
後
の
対
応
は
。
問
滞
納
者
に
対
す
る
督
促

答
収
納
特
別
対
策
室
長
で
行
き
過
ぎ
た
対
応
は
な
い
か
。

滞
納
者
か
ら
四
月
以
降
、
納
税
答
収
納
特
別
対
策
室
長

誓
約
書
を
取
っ
て
い
る
。
時
効
滞
納
者
本
人
に
直
接
接
触
を
図

を
中
断
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
っ
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
家

今
年
度
五
カ
月
で
百
一
件
と
な
族
全
体
で
納
税
し
て
い
た
だ
く

っ
た
。
口
座
振
替
に
つ
い
て
も
よ
》
フ
に
し
て
い
る
。

推
奨
し
、
今
年
度
は
四
百
三
十
問
新
た
な
歳
入
確
保
と
し

六
件
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
て
、
ど
の
く
ら
い
の
歳
入
目
標

平
成
十
八
年
甲
州
市
議
会
九
月
定
例
会
で
は
、
平
成
十
七
年

十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
一
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
、
甲
Ⅲ

市
の
決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。
九
月
二
十
一
一
日
か
ら
四
日

間
、
一
般
会
計
等
及
び
水
道
事
業
会
計
等
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
開
催
し
雷
査
を
行
い
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
す
べ
て
の
事

件
を
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
だ
。
審
査
の
内
容
を
要
約

し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

止
痩

平成17年度

算
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
厳
正
に
審
脅

歳出的
憶
９
千
百
卯
万
円
を
認
定

を
掲
げ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答
財
政
課
長
集
中
改
革

プ
ラ
ン
で
具
体
的
な
目
標
を
掲

げ
て
い
る
が
、
広
告
の
収
入
確

保
な
ど
も
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

歳
出
の
見
直
し
も
行
っ
て
い
き

た
い
。

問
児
童
福
祉
の
負
担
金
で

三
百
万
円
以
上
の
収
入
未
済
額

が
あ
る
が
内
容
は
。

答
子
育
て
支
援
課
長
保

育
園
の
負
担
金
の
未
収
分
で
塩

山
地
区
が
約
百
三
十
二
万
円
、

勝
沼
地
区
が
約
百
七
十
一
万
円

で
あ
り
、
督
促
を
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

問
ぶ
ど
う
の
丘
会
計
の
繰

入
金
は
六
千
万
円
く
ら
い
の
見

込
み
で
あ
っ
た
が
、
四
千
万
円

で
あ
る
。
経
過
を
伺
い
た
い
。

答
財
政
課
長
当
初
は
八

千
万
円
だ
っ
た
が
、
見
込
め
な

か
っ
た
の
で
四
千
万
円
に
減
額

補
正
し
た
。
次
年
度
以
降
も
ぶ

ど
う
の
丘
施
設
整
備
の
償
還
が

歳
識

回
総
務
費

間
財
政
管
理
贄
の
需
用
費

か
ら
使
用
料
及
び
賃
借
料
に
流

用
し
て
い
る
が
、
不
用
額
が
多

い
。
役
務
費
や
委
託
料
へ
も
流

用
し
て
い
る
が
、
不
用
額
が
出

財
政
管
理
費

不
鯛
額
の
説
鯛
懲

あ
る
の
で
、
少
し
で
も
峯
一
く
一

般
会
計
に
入
れ
て
い
き
た
い
。

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
財
政
課
長
需
用
費
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
度
の

予
算
書
を
手
作
り
印
刷
で
行
っ

た
た
め
、
｜
般
消
耗
品
的
な
も

の
の
不
用
額
で
あ
る
。
使
用
料

及
び
賃
借
料
は
、
複
写
機
の
使

用
料
に
つ
い
て
一
月
以
降
、
経

費
節
減
で
不
用
に
な
っ
た
。
ま

た
、
委
託
料
な
ど
は
、
電
算
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
合
併
し
て

新
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
た
の
で
、

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
。

平成17犀贋は一般会計に4000万円を震ＤＭＩしノヒぶどうＣＤ

丘次年度以降も濃Ｄ入れが見込ま』i］ている。
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股会 計

今
後
は
適
切
に
対
応
し
た
い
。

問
情
報
化
推
進
費
の
シ
ス

テ
ム
管
理
に
つ
い
て
、
常
に
見

直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
な

ど
に
つ
い
て
の
契
約
は
ど
う
か
。

答
総
務
企
画
部
長
内
部

情
報
系
、
住
民
情
報
系
、
税
務

系
、
福
祉
系
な
ど
が
あ
り
、
定

期
的
に
改
善
し
て
い
る
。
各
課

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
情
報
化

推
進
室
が
管
理
し
て
い
る
が
、

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
な
ど
の
大

幅
な
改
善
は
別
契
約
で
あ
る
。

園
民
生
費

間
保
育
所
に
つ
い
て
、
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
と
こ

ろ
の
対
応
は
。
ま
た
大
藤
、
神

成17年度‐般会計決算平 内訳の

(平成１７年１１月１日から平成１８年３月３１日まで）

その他
８７１万31875円

議会費

５，９４８万８，２２８円

金
保
育
所
の
建
替
え
は
ど
う
か
。

答
子
育
て
支
援
課
長
公

立
保
育
所
の
定
員
は
、
県
の
指

導
監
査
に
よ
り
二
十
五
軒
前
後

が
許
容
範
囲
と
さ
れ
て
い
る
。

大
藤
、
神
金
保
育
所
は
、
集
中

改
革
プ
ラ
ン
に
統
合
案
も
あ
る

の
で
、
地
域
の
声
を
聴
き
な
が

ら
対
応
し
た
い
。

問
生
活
保
護
に
つ
い
て
、

ど
の
く
ら
い
増
え
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

答
福
祉
課
長
生
活
保
護

世
帯
は
微
増
で
あ
る
。
平
成
十

七
年
三
月
が
九
十
四
世
帯
で
百

二
十
三
人
、
八
月
末
で
九
十
一
一
一

世
帯
百
二
十
五
人
で
あ
る
。

園
衛
生
費

Ⅲ 

商工費1億3,653万2,279円

問
塵
芥
処
理
費
の
柚
み
替

え
基
地
に
つ
い
て
、
地
元
と
は

ど
こ
か
。

答
環
境
課
長
当
初
は
王

宮
で
、
そ
の
後
勝
沼
地
区
も
対

象
地
に
な
っ
た
が
、
交
渉
が
進

ま
な
か
っ
た
経
過
で
あ
る
。

問
今
後
、
勝
沼
の
対
象
地

と
の
話
し
合
い
の
予
定
は
。

答
環
境
課
長
埼
玉
県
の

民
間
施
設
は
直
接
搬
入
で
き
る

の
で
、
積
み
替
え
基
地
の
必
要

は
な
く
、
事
業
系
ご
み
は
環
境

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
。
地

元
の
同
意
も
得
た
状
況
で
あ
る
。

囚
農
林
水
産
業
費

間
松
く
い
虫
被
害
に
対
す

る
費
用
は
い
く
ら
か
。

その他
2億8,644万４４８７円

問
農
道
を
整
備
す
る
場
合

の
負
担
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
、
立
ち
木
な
ど
の
物
件
補

償
は
ど
う
か
。

答
果
樹
農
林
課
長
負
担

金
は
塩
山
地
区
が
三
軒
で
、
勝

沼
、
大
和
地
区
は
な
か
っ
た
の

農
道
整
備負
担
金
の
徴
収
ば

答
果
樹
農
林
課
長
峡
東

森
林
組
合
と
調
整
し
な
が
ら
駆

除
し
て
い
る
が
、
約
三
百
三
十

二
万
円
支
出
し
て
い
る
。
樹
木

注
入
百
一
本
、
代
伐
駆
除
九
十

ね
、
薬
剤
処
理
が
二
十
二
わ
で

あ
る
。

使用料及び手数料
１億１，３１６万５，７３２１ｺ:

繰入金
5,368万7,898P：

で
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
徴
収

は
し
て
い
な
い
。
用
地
補
償
は

国
庫
補
助
事
業
の
場
合
は
あ
る

が
、
そ
の
他
の
場
合
は
物
件
補

償
の
み
で
あ
る
。

園
消
防
費

間
非
常
備
消
防
費
の
中
で
、

法
被
に
間
違
い
が
あ
っ
た
と
聞

く
が
内
容
は
。

答
総
務
課
長
製
品
と
し

て
出
て
き
た
法
被
に
、
字
の
誤

り
が
あ
っ
た
。

問
法
被
を
作
り
直
し
た
と

聞
く
が
、
負
担
割
合
は
ど
う
か
。

答
総
務
課
長
市
の
仕
様

が
間
違
っ
た
も
の
は
、
市
と
業

者
が
折
半
し
た
。
業
者
側
で
間

違
っ
た
も
の
は
、
業
者
が
責
任

を
持
っ
て
直
し
た
。

圖
教
育
費

間
事
務
用
や
子
ど
も
の
学

習
用
の
パ
ソ
コ
ン
は
整
備
さ
れ

て
い
る
が
、
教
員
は
個
人
の
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
る
と
聞
く
。

情
報
漏
洩
が
心
配
さ
れ
る
が
、

教
員
用
の
パ
ソ
コ
ン
整
備
の
考

え
は
あ
る
か
伺
い
た
い
。

答
学
校
教
育
課
長
教
員

用
の
一
人
一
台
パ
ソ
コ
ン
は
経

費
の
問
題
が
あ
る
。
個
人
情
報

の
保
護
に
つ
い
て
は
、
教
頭
会

で
取
り
組
ん
で
い
る
。
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
対
応
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

③勵鰄鵬繊③
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特別会 企業会計計 回

■
国
民
健
康
保
険
事
業

間
不
納
欠
損
額
や
収
入
未

済
額
に
も
時
効
が
あ
る
と
思
う

が
、
内
容
を
伺
い
た
い
。

答
市
民
課
長
不
納
欠
損

額
の
件
数
は
百
五
十
五
件
で
、

行
方
不
明
や
死
亡
、
自
己
破
産

な
ど
で
、
収
入
未
済
額
は
過
年

度
分
や
途
中
の
滞
納
も
含
め
る

と
約
千
六
百
世
帯
で
あ
る
。
時

効
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
で

は
五
年
の
経
過
が
あ
る
。

答
収
納
特
別
対
策
室
長

時
効
に
よ
る
も
の
は
百
四
十
五

件
で
千
二
百
三
十
一
万
九
千
九

収
納
特
別
対
策
室
へ

十
月
か
ら
県
収
納
専
門
職
員
が
赴
任

百
円
で
あ
る
。
十
月
に
は
県
か

ら
収
納
専
門
職
員
も
派
遣
さ
れ

る
の
で
、
納
税
誓
約
謀
や
差
し

押
さ
え
も
含
め
、
最
大
限
の
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

国
診
療
所
事
業

間
塩
山
診
療
所
の
閉
鎖
に

伴
い
、
今
後
は
大
藤
診
療
所
一

つ
に
な
る
。
｜
般
会
計
か
ら
も

繰
り
入
れ
が
あ
る
が
、
今
後
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
健
康
増
進
課
長
診
療

報
酬
請
求
事
務
の
民
間
委
託
な

ど
で
、
人
件
費
の
抑
制
も
考
え

ら
れ
る
。
努
力
を
重
ね
な
が
ら
、

国保連合会や支払臺金から送られてくるレセプトを点検

する点検三｡誤りなどを細かく点樟している＿

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

最
小
限
に
抑
え
て
い
き
た
い
。

ロ
老
人
保
健
事
業

間
支
払
基
金
審
査
手
数
料

が
七
万
三
千
二
百
十
五
件
分
で
、

約
六
百
七
十
万
円
支
出
さ
れ
て

い
る
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

答
市
民
課
長
国
保
連
合

会
及
び
支
払
基
金
へ
提
出
し
て

い
る
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明

細
書
）
の
審
査
手
数
料
で
あ
る
。

問
老
人
保
健
事
業
に
は
二

十
億
を
超
え
る
莫
大
な
金
額
が

支
出
さ
れ
、
繰
入
金
も
約
一
億

五
千
万
円
し
て
い
る
が
該
当
の

老
人
数
を
伺
い
た
い
。
ま
た
甲

州
市
と
し
て
、
特
別
な
制
度
が

あ
る
か
ど
う
か
伺
い
た
い
。

答
市
民
課
長
対
象
者
は

平
成
十
七
年
度
末
で
五
千
九
百

七
十
三
人
で
あ
る
。
平
成
二
十

年
四
月
か
ら
七
十
五
歳
以
上
の

か
た
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
広

域
連
合
組
織
で
処
理
す
る
予
定

平
成
園
十
年
が
ら

臓
域
連
禽
綱
織
西
対
応

に
な
っ
て
お
り
、
国
や
県
の
調

整
、
指
導
の
下
で
準
備
を
進
め

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

国
介
護
保
険
事
業

間
要
介
談
認
定
件
数
が
五

百
五
十
九
件
と
あ
る
が
、
介
謎

保
険
法
改
正
に
よ
り
、
要
介
誰

か
ら
要
支
援
に
切
り
替
え
た
か

た
は
ど
の
く
ら
い
か
伺
い
た
い
。

答
健
康
増
進
課
長
新
制

度
は
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
で

あ
り
、
要
支
援
の
切
り
替
え
人

数
は
、
現
在
精
査
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

問
申
請
し
て
い
る
が
、
施

設
へ
入
れ
な
い
待
機
者
は
ど
の

く
ら
い
か
伺
い
た
い
。

介
護
艤
険
施
設

待
機
響
の
状
況
は

答
健
康
増
進
課
長
施
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
年
々

増
加
し
て
い
る
が
、
施
設
へ
の

待
機
者
は
四
月
一
日
現
在
で
、

三
百
五
十
六
人
が
申
し
込
み
を

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
介
護
保
険
料
の
収
入
未

済
額
が
約
千
七
百
十
二
万
円

あ
る
が
、
過
年
度
分
の
保
険

料
の
収
入
未
済
額
の
内
容
を

伺
い
た
い
。

答
健
康
増
進
課
長
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
の
収
納
率
は

百
軒
、
普
通
徴
収
で
滞
納
が
発

生
し
て
い
る
が
、
制
度
発
足
後

の
六
年
間
の
累
積
金
額
で
一
億

七
千
百
二
十
七
万
九
百
九
十
八

円
で
あ
る
。
今
後
は
滞
納
者
へ

の
積
極
的
な
呼
び
か
け
を
行
い
、

滞
納
額
が
少
な
く
な
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。

収納率|可上にむけ､10月から県収納專臼引職員3人が奴納特別対

策室に従卜任した。

職鰯純憲鯛④
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I 
特別 会

計

企業会 計⑪ 

’ 平瀧17年度鰯11穀fの決算額
（平成１７年１１月１日から平成１８年３月３１日寵で）

■国民'健康探険事業
歳入一一一一一一１９億７９６万３，２０８円
歳出一一一一一一一１８億3,779万１，２１１円
■診療所事業

歳入・－－．－－－．１億９２２万１３９円
歳出・－．－－．．…・・・・７，４１７万５，２５２円
■老人保健事業

歳入一一一一・…－．２０億１，２１４万４４９円
歳出一一一…．‐－２０億６，６７４万３１６８８円
■介護保険事業
歳入・・－－－－．．１１億４，８２４万５４７円
歳出一・・・一一‐－－１０億８，５４８万６，２０３円
■訪問看護事業
歳入・・－．－…－－－３Ⅲ８９２万６，７００円
歳出・－－．．…－．．．３‘３５４万１，３３７円
■下水道事業
歳入一一一一一一・－－．８億８，６２４万８，５３７円

歳出・…－－－－．８億３，０８４万５，６５６円
■簡易水道事業
歳入・－．．－－．．．．３億５，８７８万１，４９０円
歳出・－－－－－．．３億４，４０９万５，７４２円
■大藤財産区

歳入一・‐・‐‐．・－－－－－９１万８，１８８円
歳出－．．．－－．－－．－．．４３万６，４８７円

■神金財'産区

歳入一一一一一一一一・．－．－５８３万８，６９４円
歳出一一一一一一一一一一一一一一・５３６万９，３２３円
■萩原山財産区
歳入一一一一一一・‐‐－．．１，１６２万４５５円
歳出一一一一・・・－－－１，０４２万３，７２８円
■竹森入財産区
歳入一・・－．．－－．．－．．１８４万７，２４５円
歳出一一一一一．－－．３４万７，６３７円
■岩崎山保護財産区
歳入．．…・一一一一一．－２５万４，６４３円
歳出一一一一・－．－‐.．‐１３万9,000円

沢 平成１７年度

国
訪
問
看
護
事
業

間
財
政
調
整
基
金
に
つ
い

て
、
ど
う
い
う
場
合
が
広
域
の

基
金
積
み
立
て
で
、
ど
う
い
う

場
合
が
市
の
基
金
に
な
る
の
か

伺
い
た
い
。

答
健
康
増
進
課
長
介
護

保
険
会
計
な
ど
は
国
で
制
度
化

し
て
い
る
が
、
訪
問
看
護
事
業

特
別
会
計
の
財
政
調
整
基
金
は

本
市
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
独

立
採
算
で
余
剰
金
が
生
じ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

■
下
水
道
事
業

間
下
水
道
事
業
の
公
債
費

残
高
を
伺
い
た
い
。

答
下
水
道
課
長
平
成
十

七
年
度
起
債
残
高
は
、
百
十
四

億
四
百
二
万
千
円
で
あ
る
。

問
普
及
率
が
上
が
ら
な
い

状
況
だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
見
通

し
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

答
産
業
建
設
部
長
国
の

経
済
動
向
に
よ
り
、
枚
討
が
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
県
下
全
体

で
下
水
道
計
画
の
見
直
し
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
の
水
洗

化
率
は
半
分
程
度
で
あ
り
、
今

後
は
県
の
指
導
の
下
、
公
共
下

水
道
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
や

集
落
排
水
事
業
な
ど
、
計
画
に

§lqhiili霧l轆企蕊鶴if⑩鱗!i噸 簡
嘉
水
鱈
事
鑿

将
来
は
上
水
道
腱
編
入

層
簡
易
水
道
事
業

間
簡
易
水
道
の
今
後
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

答
水
道
課
長
勝
沼
地
域

に
つ
い
て
も
、
水
道
統
合
整
備

事
業
で
施
設
整
備
を
行
っ
て
い

る
。
将
来
は
上
水
道
に
編
入
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

周
水
道
事
業

間
公
債
費
残
高
が
約
十
六

基
づ
い
た
事
業
の
見
直
し
を
進

め
て
い
き
た
い
。

(平成１７年１１月１日から平成１８年３月３１日まで）

■水道事業

事業収益・・・‐・－
事業費用・－－－
■勝沼ぶどうの丘事業
事業収益一一一一一
事業費用一一一一一
■勝沼病院事業

事業収益－．－．．
事業費用一一一・・

2億１，９２７万４，６８７円
1億６，７７２万６Ⅲ５７６円

3億８，６３５万１，９９６円
4億３，９２４万２，１９８円

2億４，８２０万３，１７１円
2億４８０７万２，３０２円

億
二
千
五
百
万
円
く
ら
い
だ
が
、

増
え
て
い
る
の
か
ど
う
か
。

答
水
道
課
長
琴
川
ダ
ム

の
受
水
費
用
や
畑
か
ん
余
剰
水

な
ど
の
活
用
の
関
係
で
、
五
年

く
ら
い
は
起
債
を
抱
え
た
傾
向

で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
減
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

問
水
道
料
金
の
未
収
金
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答
水
道
課
長
二
ヵ
月
に

一
度
の
検
針
で
、
料
金
が
未
収

に
な
っ
た
場
合
、
三
ヵ
月
で
停

止
す
る
処
置
を
と
っ
て
い
る
。

■
ぶ
ど
う
の
丘
事
業

間
カ
ー
ヴ
ド
ゥ
カ
ッ
ヌ
マ

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か

伺
い
た
い
。

答
ぶ
ど
う
の
丘
事
務
局
長

六
月
定
例
会
に
お
い
て
、
市

長
か
ら
閉
鎖
を
考
え
て
い
る
と

い
う
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
不
動

産
会
社
と
協
議
を
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
今
年
を
目
途
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
ぶ
ど
う
の
丘
の
二
月
の

利
用
者
が
少
な
い
が
、
対
応
策

を
伺
い
た
い
。

答
ぶ
ど
う
の
丘
事
務
局
長

特
に
十
一
月
か
ら
三
月
は
シ

１
ズ
ン
オ
フ
に
な
る
。
対
策
と

し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

集
客
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

③鰄織鯛嚇
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９月定例会レポート

四
十
六
件
の
事
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
の
事
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
（
付
託
事
件
の
審

議
内
容
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
を
参
照
）
議
案
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
甲
州
市
議
会
九
月
定
例
会
は
九
月
七
日
か
ら
一
一
十
九
日
ま
で
の
一
一
十
三
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
度
決
算
の
認
定
案
や
条
例
案
、
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
◆
甲
州
市
国
民
健
康
保
険
条
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

一
議
案
の
審
議
Ｐ

叢
附
ロ
貝
発
議
で

飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言
を
決
議

慎重雪査の結果､すべての事件を可決した９月定例会‘

◆
平
成
十
七
年
度
の
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
な
ど
の
各
会

計
の
決
算
は
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
（
詳
し
い
内
容
は
、
｜
示
‐

か
ら
五
汗
の
決
算
の
特
集
を
参

照
）◆
甲
州
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
、
国
保
税
の

減
免
及
び
納
期
ご
と
の
分
割
金

額
の
端
数
処
理
に
つ
い
て
、
新

市
に
引
き
継
ぐ
と
さ
れ
た
合
併

》
国
保
篭
改
正
に
よ
り

一
高
齢
者
負
擢
引
き
上
朧
へ
識

協
議
の
調
整
方
針
及
び
納
税
者

の
負
担
の
適
正
化
な
ど
を
鑑
み
、

改
正
を
行
う
も
の
で
、
可
決
し

ま
し
た
。

◆
甲
州
市
乳
幼
児
医
療
費
助

成
金
支
給
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

医
療
費
適
正
化
の
総
合
的
な
推

進
の
た
め
の
保
険
給
付
に
関
す

る
法
改
正
等
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
規
定
の
整
備
を
行

う
必
要
が
あ
る
た
め
制
定
す
る

も
の
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保

険
法
に
お
い
て
、
現
役
世
代
並

み
の
所
得
の
あ
る
高
齢
者
の
患

者
負
担
に
つ
い
て
、
二
割
か
ら

三
割
へ
引
き
上
げ
る
な
ど
の
改

正
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
あ

る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
、
可

決
し
ま
し
た
。

◆
甲
州
市
大
和
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

可
決
し
ま
し
た
。
障
害
者
自
立

支
援
法
に
よ
る
障
害
者
等
に
対

す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化

に
伴
い
、
大
和
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
業
務
な
ど
に
つ
い

て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

◆
甲
州
市
障
害
者
地
域
生
活

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
自

立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
在

宅
の
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
サ

ー
ビ
ス
が
、
等
し
く
身
体
障
害

者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害

者
及
び
障
害
児
を
対
象
と
す
る

こ
と
に
伴
い
、
甲
州
市
障
害
者

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実

施
す
る
事
業
等
に
関
し
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
、
可
決

し
ま
し
た
。

◆
甲
州
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
は
、
介
護
保
険
法
に
お

け
る
予
防
給
付
の
給
付
内
容
の

見
直
し
及
び
定
義
規
定
の
整
備

等
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、

可
決
し
ま
し
た
。

蟻鰯繍鯛鱒繊⑨
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◆
甲
州
市
恩
賜
林
記
念
館
使

用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て
は
、
恩
賜
林

記
念
館
の
施
設
に
係
る
宿
泊
料

及
び
使
用
料
の
額
を
、
萩
原
山

財
産
区
に
お
い
て
、
そ
の
使
用

者
等
の
負
担
の
適
正
化
及
び
歳

入
確
保
に
よ
る
財
産
区
財
政
の

健
全
化
等
の
観
点
か
ら
、
一
律

十
軒
の
引
き
上
げ
を
行
う
も
の

で
、
可
決
し
ま
し
た
。

◆
甲
州
市
支
援
費
支
給
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の

明
ろ
駄
艫
耐
榊
開
識
凱
を
制
定

ｐ－Ｌ１薫#ア'ヅプ補正子算ク

鉄
道
遺
瀧

記
念
公
園
に
電
気
機
関
車
を
購
入

施
行
に
よ
り
施
設
支
援
費
制
度

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

支
援
費
支
給
条
例
を
廃
止
す
る

も
の
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

◆
平
成
十
八
年
度
甲
州
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
は
、

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
三
億
四

千
九
百
九
十
六
万
円
を
追
加
す

る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
総

務
費
へ
公
共
施
設
整
備
基
金
積

立
金
な
ど
一
億
二
千
九
百
五
万

七
千
円
、
民
生
費
へ
国
保
保
険

基
盤
安
定
制
度
繰
出
金
な
ど
六

千
五
百
二
十
七
万
九
千
円
、
農

整備が進む鉄道遺産記念公園．モニュメントとして露

気機関車が設置さ;n番)予定である‘

を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

園
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
電
気
機
関
車

通
報
装
置
の
設
置
や
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
前

整
備
工
事
や
ト
ン
ネ
ル
内
の
照
明
、
非
常

近
代
産
業
遺
産
整
備
事
業
費
へ
六
千
九
百

可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
整
備
さ
れ

三
十
五
万
六
千
円
の
補
正
が
提
出
さ
れ
、

に
整
備
さ
れ
て
い
る
、
鉄
道
遺
産
記
念
公

て
い
る
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
遊
歩
道
の
延
長

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
で
、

林
水
産
業
費
へ
元
気
な
地
域
づ

く
り
交
付
金
事
業
な
ど
二
千
二

百
九
十
七
万
九
千
円
、
商
工
費

へ
近
代
産
業
遺
産
整
備
事
業
な

ど
九
千
三
百
一
一
一
十
六
万
五
千
円

を
追
加
す
る
も
の
で
、
可
決
し

ま
し
た
。

◆
平
成
十
八
年
度
甲
州
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）
は
、
一
億

六
千
九
万
六
千
円
追
加
す
る
も

の
で
、
主
な
内
容
は
、
共
同
事

業
拠
出
金
へ
二
億
六
千
二
百
十

四
万
七
千
円
、
諸
支
出
金
へ
五

千
四
百
四
十
六
万
九
千
円
、
保

険
給
付
費
を
一
億
三
千
四
百
四

十
八
万
円
減
額
す
る
も
の
で
、

可
決
し
ま
し
た
。

擢
制
憲

市
の
木
．
市
の
花
、
獺
の
烏

◆
甲
州
市
市
民
憲
章
の
制
定

に
つ
い
て
は
、
甲
州
市
に
誇
り

と
責
任
を
も
っ
て
、
明
る
く
豊

か
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
市

民
、
企
業
、
行
政
な
ど
が
共
通

し
た
行
動
規
範
と
な
る
「
甲
州

市
市
民
憲
章
」
を
制
定
す
る
も

の
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

◆
甲
州
市
市
の
木
、
市
の
花

及
び
市
の
鳥
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
市
の
木
に
「
ぶ
ど
う
」
、
市

の
花
に
「
さ
く
ら
」
、
市
の
鳥
に

「
う
ぐ
い
す
」
を
制
定
す
る
も
の

で
、
可
決
し
ま
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
委
員
に
天
野

昌
明
氏
（
五
九
・
大
和
町
鶴
瀬
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て
、
橿
原
明
徳
氏
祠
六
・

塩
山
中
萩
原
）
、
磯
谷
あ
や
子
氏

（
六
八
・
勝
沼
町
勝
沼
）
を
推
薦
す

る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

◆
甲
州
市
名
誉
市
民
の
称
号

を
贈
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
甲

州
市
誕
生
を
機
に
、
公
共
施
設

の
整
備
の
た
め
に
一
億
円
を
寄

付
し
た
、
東
京
都
中
野
区
在
住

で
京
浜
塩
山
会
会
長
の
奥
山
二

郎
氏
穴
△
へ
贈
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

◆
飲
酒
運
転
撲
滅
を
宣
言
す

る
決
議
を
議
決
し
ま
し
た
。
飲

酒
運
転
は
、
交
通
事
故
に
直
結

す
る
き
わ
め
て
悪
質
か
つ
危
険

な
行
為
で
あ
り
、
市
議
会
と
し

て
関
係
機
関
や
関
係
団
体
と
の

連
携
を
強
化
し
、
市
を
は
じ
め

市
民
と
一
体
と
な
っ
て
飲
酒
運

転
撲
滅
と
交
通
事
故
の
な
い
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
み
、
議
員
は
自

ら
を
律
し
、
率
先
し
て
市
民
に

対
し
そ
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
を

宣
言
す
る
も
の
で
す
。

意
罵
書
壗
可
決
し

◆
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
を
堅
持
し
、
教
育
の
機
会
均

等
及
び
水
準
の
維
持
向
上
を
求

め
る
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
の
責
務
で
あ
る
教
育

水
準
の
最
低
保
障
を
担
保
す
る

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

を
求
め
る
も
の
で
す
。

◆
郵
便
局
の
集
配
サ
ー
ビ
ス

の
堅
持
を
求
め
る
意
見
害
を
可

決
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
郵
政

民
営
化
に
あ
た
っ
て
、
事
業
性

の
み
な
ら
ず
郵
便
局
の
公
共
性

を
重
視
し
、
現
行
の
集
配
サ
ー

ビ
ス
を
堅
持
す
る
よ
う
求
め
る

も
の
で
す
。 関
繍
総
關
へ
送
付

⑧鰄嚇鯛露懲

蝋ｌｉｗｉ … ロ 一議アップ汀

鉄道遺瀧議念公園に

電気機関車を購入
整備が進む鉄道遺産記念公園｡モーコメントとして露

気概関車が設霞される予定である‘

■｜股会計補正予算（第五号）で、近代産業遺産整備事業費へ六千九百二十五万六千円の補正が提出され、可決しました。これは現在整備されている大日影トンネル遊歩道の延長整備工事やトンネル内の照明、非常通報装置の設置や勝沼ぶどう郷駅前に整備されている、鉄道遺産記念公園にモニュメントとして電気機関車を購入するものです。
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近隣施設との整合性を図Ｕ引き上げへ

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

会で吟味し決定

九
月
定
例
会
に
お
い
て
、
総

務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

事
件
は
十
四
件
。
九
月
二
十
日

に
第
一
会
議
室
で
開
催
し
、
慎

重
審
査
の
結
果
、
す
べ
て
の
付

託
事
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
審
議
の
内
容
を

要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
甲
州
市
恩
賜
林
記
念
館
使

用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

問
使
用
料
を
十
軒
上
げ
た

理
由
と
利
用
状
況
を
伺
い
た
い
。

答
財
政
課
長
消
費
税
の

関
係
も
あ
り
、
管
理
会
で
協
議

し
近
隣
の
施
設
と
の
整
合
性
を

測
っ
た
。
今
年
度
の
五
カ
月
間

で
、
二
百
六
十
七
回
使
用
し
て

い
る
が
、
業
者
以
外
で
は
サ
ー

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
事
件
は
、
条
例
案
や

予
算
案
な
ど
合
計
十
四
件
。
九

月
十
九
曰
に
第
一
会
議
室
で
開

催
し
、
す
べ
て
の
付
託
事
件
を

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。
審
議
の
内
容
を
要
約
し
て

お
伝
え
し
ま
す
。

■
甲
州
市
乳
幼
児
医
療
賛
助

ク
ル
や
趣
味
、
敬
老
会
な
ど
が

使
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
平
成
十
九
年
一
月
一
日

施
行
と
し
た
理
由
は
何
か
。

答
財
政
課
長
市
民
へ
の

周
知
期
間
を
考
慮
し
、
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

■
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
五
号
）

歳
入間
明
日
へ
つ
な
ぐ
甲
州
ワ

イ
ン
開
発
促
進
事
業
の
内
容
を

伺
い
た
い
。

答
財
政
課
長
甲
龍
生
産

者
組
合
が
果
樹
栽
培
の
普
及
の

た
め
行
う
事
業
と
、
中
央
補
補

酒
甲
州
ワ
イ
ン
開
発
促
進
会
が

タ
ン
ク
を
設
置
す
る
事
業
で
あ

る
。

歳
出間
交
通
安
全
対
策
費
の
高

齢
者
事
業
の
内
容
は
。

成
金
支
給
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

問
特
定
療
養
費
を
保
険
外

併
用
澱
養
費
に
改
め
る
と
あ
る

が
内
容
は
。

答
市
民
課
長
今
ま
で
は
、

高
度
の
先
進
医
澱
に
つ
い
て
は

特
定
療
養
費
の
巾
で
例
外
的
に

保
険
診
療
を
認
め
て
い
た
が
、

そ
れ
以
外
の
高
度
で
な
い
先
進

医
療
や
技
術
な
ど
の
範
囲
を
広

げ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

答
総
務
課
長
交
通
安
全

教
室
の
開
催
と
、
蛍
光
塗
料
の

タ
ス
キ
の
購
入
を
予
定
し
て
い

る
。問
実
質
公
債
費
比
率
の
結

果
、
地
方
債
は
知
事
と
の
協
議

が
必
要
か
伺
い
た
い
。

答
財
政
課
長
こ
れ
ま
で

と
同
じ
よ
う
に
知
事
と
協
議
し
、

許
可
が
必
要
で
あ
る
。

■
甲
州
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

問
新
た
な
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
の
か
、
具
体
的
な
内

容
を
伺
い
た
い
。

答
健
康
増
進
課
長
運
動

機
能
や
口
腔
機
能
の
向
上
、
栄

養
改
善
を
重
点
的
に
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
展
開
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。 軸
！

鰯鶏ノ
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■
市
の
木
、
市
の
花
及
び
市

の
烏
の
制
定
に
つ
い
て

問
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
理
由

を
伺
い
た
い
。

答
総
合
政
策
課
長
市
の

木
は
、
公
募
の
意
見
が
最
も
多

く
、
市
章
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
ぶ

ど
う
の
実
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ぶ
ど
う
の
木

と
し
た
。
市
の
花
は
、
慈
雲
寺

の
イ
ト
ザ
ク
ラ
、
勝
沼
ぶ
ど
う

郷
駅
前
や
景
徳
院
の
山
門
周
辺

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
、
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
の
で
、

さ
く
ら
と
し
た
。
市
の
鳥
の
う

ぐ
い
す
は
、
春
の
訪
れ
を
告
げ

る
鳥
と
し
て
、
身
近
な
存
在
で

あ
り
、
う
ぐ
い
す
が
生
息
す
る

自
然
を
残
し
た
い
、
鳴
き
声
の

よ
う
に
美
し
い
市
に
な
っ
て
欲

し
い
と
い
う
市
民
の
願
望
を
込

め
た
も
の
で
あ
る
。

■
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
五
号
）

□
民
生
費

間
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
支
援
事
業
の
内
容
は
。

答
子
育
て
支
援
課
長
塩

山
警
察
署
、
児
童
相
談
所
な
ど

十
五
団
体
で
虐
待
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
目
指
し
、
情
報
の
共
有

や
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

問
予
防
接
種
斯
業
の
詳
細

を
伺
い
た
い
。

鯛鰯･鐙鹸｡③
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学校給食購入委員
大菩薩の湯南側入口

河川部分を借用し安全を確保

建
設
経
済
常
任
委
員
会

答
子
育
て
支
援
課
長
対

象
者
は
一
一
一
歳
か
ら
小
学
生
の
三

建
設
経
済
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
事
件
は
、
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
合
計
三
件
で
、

九
月
十
九
曰
に
第
一
委
員
会
室

で
開
催
し
、
す
べ
て
の
付
託
事

件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
審
議
の
内
容
を
要
約

し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
五
号
）

□
農
林
水
産
業
費

間
勝
沼
地
域
で
は
平
成
十

六
年
以
降
、
腱
振
除
外
申
論
の

受
付
を
し
て
い
な
い
が
、
次
の

受
付
は
い
つ
か
。
ま
た
、
今
後

の
見
通
し
を
伺
い
た
い
。

答
果
樹
農
林
課
長
合
併

し
農
振
区
域
の
変
更
が
行
わ
れ
、

総
合
見
直
し
を
し
て
い
く
予
定

千
五
百
四
十
九
人
で
、
｜

接
種
が
必
要
で
あ
る
が
、

で
あ
る
。
今
後
、
土
地
利
用
計

画
を
定
め
る
の
に
約
二
年
、
そ

れ
が
終
了
す
る
と
農
振
除
外
の

受
付
を
始
め
る
予
定
で
あ
る
。

問
大
和
地
域
の
林
道
整
備

や
鳥
獣
害
の
柵
な
ど
、
当
初
予

算
で
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
い

ま
だ
に
手
付
か
ず
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
予
定
か
伺
い
た
い
。

答
果
樹
農
林
課
長
林
道

工
事
に
つ
い
て
は
発
注
し
た
。

鳥
獣
害
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

設
計
委
託
を
行
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

□
商
工
費

間
大
菩
雌
の
湯
の
入
、
に

つ
い
て
、
旧
塩
山
市
で
は
危
険

な
の
で
南
側
に
は
造
れ
な
い
と

の
説
明
だ
っ
た
が
、
ど
う
い
う

方
法
で
安
全
確
保
を
す
る
の
か

伺
い
た
い
。

答
観
光
商
工
課
長
警
察
、

一
十
九
人
で
、
二
回
の

一
要
で
あ
る
が
、
千
五

一
．
元
百
円
の
補
助

夕
壁
を
一
回
だ
け

騨
繧
灘

、
辮
紅
状
一
人
だ
け

雑
許
蓑
と
聞
い
て
い

を
は
者
る
が
、
増
員

搾》密の鱗え剛＃

の
相
談
件
数
が
増
加
し
て
い
る

が
、
児
童
民
生
委
員
や
保
健
師

な
ど
と
連
携
し
、
相
談
し
や
す

い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

□
清
掃
費

間
し
尿
処
理
に
つ
い
て
、

勝
沼
の
も
の
を
大
和
で
処
理
す

る
予
定
だ
と
聞
く
が
、
現
状
を

伺
い
た
い
。

答
環
境
課
長
制
度
上
の

問
題
を
整
え
る
の
に
時
間
を
要

し
て
い
る
が
、
解
決
し
た
あ
と

県
と
協
議
し
、
河
川
部
分
を
借

用
す
る
こ
と
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
、
赤
白
表
示
道
路
面
へ
の
表

示
な
ど
で
安
全
を
確
保
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
鉄
道
遺
産
記
念
公
園
で

機
関
車
の
運
搬
・
据
付
費
、
塗

装
費
と
あ
る
が
内
容
は
。
ま
た
、

公
開
方
法
を
伺
い
た
い
。

答
観
光
商
工
課
長
機
関

車
の
解
体
が
難
し
い
た
め
、
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
長
野
県
篠
ノ

弁
か
ら
運
搬
す
る
が
、
使
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
塗
装
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。
公
開
方南側|ﾆﾌﾛｶ<霊置き１１愚大薑潅の潟阿,|部

分瞬月一より賢全を藤侭する予定であゐ［

に
地
元
へ
の
説
明
を
行
い
、
理

解
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

□
学
校
給
食
費

間
学
校
給
食
の
資
材
購
入

に
つ
い
て
、
現
状
を
伺
い
た
い
。

答
学
校
教
育
課
長
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
学
校
長
及
び
栄
養
士
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
学
校
給
食
購
入

委
員
会
が
吟
味
し
毎
月
決
め
て

い
る
。
食
材
は
地
元
及
び
県
内

の
業
者
に
委
託
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

法
は
、
盗
難
問
題
な
ど
が
あ
る

の
で
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

□
土
木
費

間
勝
沼
地
域
の
道
路
改
良

で
、
南
北
線
の
交
差
点
の
部
分

は
い
つ
に
な
る
か
伺
い
た
い
。

答
建
設
課
長
設
計
委
託

や
交
差
点
の
協
議
が
進
ん
で
い

る
の
で
、
も
う
間
も
な
く
発
注

に
な
る
予
定
で
あ
る
。

■
平
成
十
八
年
度
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一ご
言）

問
水
道
料
金
が
旧
市
町
村

で
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

答
水
道
課
長
今
年
度
に

水
道
審
議
会
の
立
ち
上
げ
を
協

議
し
て
い
る
。
審
議
会
の
答
申

を
得
て
、
平
等
に
な
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

⑥轍鮒c懲帆
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平成2Ｇ年度に完成を予定

環
境
整
備
等
調
査
特
別
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
等
調
査
特
別
委
員
会

意見集約

環
境
整
備
等
調
査
特
別
委
員

会
は
、
八
月
二
十
五
曰
に
第
一

委
員
会
室
で
開
催
し
、
当
局
か

ら
塩
山
地
区
の
ご
み
処
理
の
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内

容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
説
明
五
月
一
日
か
ら
民

間
処
理
場
で
あ
る
オ
リ
ッ
ク
ス

資
源
㈱
に
処
理
委
託
し
、
運
搬

に
つ
い
て
は
㈱
松
田
衛
生
と
契

約
し
順
調
に
収
集
、
運
搬
、
処

理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
契
約
期

間
は
五
月
一
日
か
ら
十
月
三
十

一
日
ま
で
、
契
約
金
額
は
二
千

八
百
五
十
万
円
で
あ
る
。

問
事
業
系
ご
み
の
関
係
で

地
域
住
民
と
の
交
渉
、
承
諾
に

つ
い
て
、
最
終
的
な
状
況
を
伺

い
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
等
調
査
特
別
委

員
会
は
、
八
月
十
八
曰
に
開
催

し
、
本
庁
舎
に
係
わ
る
庁
内
検

討
委
員
会
の
検
討
結
果
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
同
日
、
長

野
県
飯
田
市
の
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
り
ん
ご
庁
舎
）
の
視
察

答
環
境
課
長
環
境
セ
ン

タ
ー
の
継
続
使
用
は
、
上
西
一

組
、
二
十
五
組
、
千
野
上
下
区

役
員
の
了
解
を
い
た
だ
い
た
。

九
月
中
に
は
説
明
会
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。

問
契
約
期
間
終
了
後
の
処

理
委
託
に
つ
い
て
、
見
通
し
を

伺
い
た
い
。

答
環
境
課
長
甲
府
市
に

受
け
入
れ
を
お
願
い
し
て
い
る

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内

容
を
要
約
し
て
お
伝
え
い
た
し

ま
す
。

■
説
明
現
状
把
握
か
ら
見

た
場
合
の
調
査
と
検
討
と
い
う

こ
と
で
三
つ
の
案
を
検
討
し
た
。

一
案
の
現
本
庁
舎
の
大
規
模
改

修
を
想
定
し
た
場
合
は
、
建
築

後
四
十
年
経
過
し
て
お
り
、
大

規
模
改
修
を
行
う
場
合
に
耐
麗

壁
や
柱
の
設
置
な
ど
の
補
修
工 塩山地区の可燃こみは､こみ処理委託施設が変更

後も順調に回収､処理されている

が
、
平
成
二
十
二
年
に
操
業
停

止
す
る
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

延
長
に
つ
い
て
地
元
の
了
解
を

得
て
、
そ
の
後
塩
山
地
区
の
ご

み
受
け
入
れ
を
地
域
に
相
談
す

る
予
定
で
あ
る
。

問
平
成
二
十
二
年
度
以
降

も
操
業
し
た
い
と
い
う
こ
と
は
、

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
構
想
に
も
関
係
す

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
環
境
課
長
ｃ
ブ
ロ
ッ

ク
構
想
が
固
ま
る
ま
で
は
、
延

長
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

延
長
期
間
を
四
年
と
し
て
、
地

元
の
了
解
を
得
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

問
五
月
一
日
か
ら
新
し
い

収
集
体
制
に
な
り
、
収
集
体
系

や
時
間
帯
が
変
わ
っ
た
が
、
市

民
か
ら
の
意
見
が
き
て
い
る
か

伺
い
た
い
。

答
環
境
課
長
特
に
問
題

は
出
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

事
に
よ
り
、
執
務
空
間
が
狭
く

な
る
こ
と
、
仮
庁
舎
の
設
置
も

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二
案

の
移
転
新
築
し
た
場
合
は
、
庁

舎
の
建
設
費
、
用
地
買
収
費
、

上
下
水
道
の
整
備
や
光
ケ
ー
ブ

ル
の
新
た
な
敷
設
、
周
辺
整
備

な
ど
大
き
な
財
政
負
担
が
懸
念

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

分
別
方
法
や
収
集
方
法
を
周
知

し
て
い
る
が
、
｜
方
的
な
通
知

で
は
な
く
職
員
を
対
応
さ
せ
た

り
、
ご
み
減
量
化
推
進
委
員
会

に
も
お
願
い
を
し
て
い
る
。

問
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
構
想
の
推

移
の
説
明
を
。

答
環
境
課
長
今
年
度
は

基
本
構
想
計
画
な
ど
の
作
成
を

進
め
、
今
後
は
建
設
の
同
意
、

用
地
買
収
、
設
計
、
建
設
工
事

な
ど
を
進
め
、
平
成
二
十
六
年

度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

問
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
構
想
で
リ

サ
イ
ク
ル
、
粗
大
ご
み
、
事
業

系
ご
み
、
ま
た
最
終
処
分
も
行

え
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
環
境
課
長
リ
サ
イ
ク

ル
、
事
業
系
ご
み
も
検
討
に
入

っ
て
い
る
が
、
最
終
処
分
場
に

つ
い
て
は
、
県
の
施
設
を
使
用

す
る
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

三
案
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
「
シ
ル
ク
」
を
活
用
し
た
場

合
に
つ
い
て
は
、
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
お
り
、
建
築
面
積
も

現
庁
舎
の
三
倍
あ
り
、
多
目
的

に
活
用
で
き
る
と
の
こ
と
で
、

「
シ
ル
ク
」
を
活
用
す
る
こ
と

が
最
も
望
ま
し
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
結
論
で
あ
る
。

問
蚊
も
望
ま
し
い
と
判
断

さ
れ
た
三
案
の
「
シ
ル
ク
」
の

懸鰄c曇⑬｡⑬
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市驫ﾌｫｰ熟，
テーマ「どう活かす？

私たちの税金②」

蕊
議会は納説者の目線で機能を

庁舎検討委員会で

シルクの活用案を
談
合
や
入
札
予
定
価
格
漏
洩

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
旧

玉
穂
町
で
は
、
元
町
長
の
収
賄

罪
・
有
罪
判
決
の
後
、
住
民
が

「
元
町
長
の
違
法
行
為
で
町
は

ｊ
 

崎
約
二
億
八
千
万
円
の
損
害
を
受

岩
け
た
」
と
返
還
請
求
訴
訟
を
提

圷
訴
・
昨
年
二
月
、
甲
府
地
裁
は

田詞
Ｐ
「
元
町
長
は
約
一
億
四
千
万
円

勝
を
支
払
え
」
と
の
判
決
を
出
し

くん
た
が
、
元
町
長
が
控
訴
。
今
春
、

職Ⅷ鮖鵬町輔齢馴娠脈繩鍬暇
ｉ
意
思
優
先
の
判
断
を
示
し
、
裁

肌判は量局裁に持ち込まれた。
甲
州
市
で
は
こ
ん
な
こ
と
は
絶

対
に
起
き
な
い
と
信
じ
て

い
る
が
、
税
金
を
有
効
に

使
う
第
一
歩
は
議
会
が
納

税
者
の
目
線
で
機
能
す
る

こ
と
だ
と
思
う
。

活
用
に
つ
い
て
、
せ
め
て
億
単

位
く
ら
い
の
、
経
費
的
な
も
の

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

答
管
財
課
長
「
シ
ル
ク
」

へ
の
移
転
と
な
る
と
専
門
的
な

要
素
が
入
っ
て
く
る
。
太
陽
光

発
電
や
雨
水
の
関
係
な
ど
で
大

幅
に
金
額
が
変
わ
っ
て
く
る
よ

う
で
あ
り
、
専
門
家
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
九
月
議
会
に
最

終
的
な
判
断
を
す
る
た
め
の
補

正
予
算
を
お
願
い
し
た
い
と
考

福祉のために有効活用を

テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

る
と
、
国
会
中
継
の
様
子
が
目

に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
国
会
も

世
代
交
代
で
、
戦
後
生
ま
れ
の

総
理
大
臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。

税
金
の
こ
と
で
民
主
党
の
議
員

ｊ
 

曽
さ
ん
が
総
理
と
激
論
を
戦
わ
し

於
て
い
ま
し
た
。
年
金
は
毎
年
目

諏州叩可症》酬壷卵飢Ⅲ函鉗
ｊ
 

く
活
・
生
計
を
た
て
な
く
て
は
芯

弘
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
・
同
様

美
の
こ
と
が
障
害
者
の
家
庭
に
も

達
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
の
ま

刀
ち
・
甲
州
市
と
し
て
、
障
害
者

功
に
対
し
て
の
モ
ラ
ル
の
向
上
を

訴
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分

た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分

の
で
き
る
小
さ
な
こ
と
で

良
い
と
思
い
ま
す
。
福
祉

の
為
に
、
有
効
に
税
金
を

活
用
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

え
て
い
る
ｃ

問
買
い
取
る
と
き
の
敷
地

と
建
物
の
金
額
に
つ
い
て
、
ど

灘
安心安全なまちづくりを

く
う
、
治
胆
泥
Ｌ
Ｉ
Ｕ
ぶ
り
函
圭
調
し
｝
」
Ｌ
」
Ｈ
Ｕ

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
海
』

例
え
ば
、
本
庁
舎
を
は
じ
め
古
閉
而

ぃ
公
共
施
設
の
中
に
は
、
今
の
活

、
ノ

野
耐
震
基
準
に
達
し
て
い
な
い
も
１
Ｖ

鹿
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
な

棚
災
害
時
に
は
、
住
民
の
避
難
場
の

和
所
と
な
る
建
物
が
、
安
心
で
き
駄

、
皿

大
な
い
←
□
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
彊
佃

ん
い
と
思
い
ま
す
．
補
強
や
建
て
派

７
ｋ
 

齪硝霊魂麩駝塞恥乢託鴻唱巍呵

杯詳温辨冊》》州『酢罐罷》洲

の
く
ら
い
か
と
い
う
資
料
が
欲

し
い
が
ど
う
か
。

答
総
務
企
画
部
長
九
月

ま
す
。
と
に
か
く
、
わ
た

し
た
ち
の
た
い
せ
つ
な
税

金
を
無
駄
の
無
い
よ
う
、

必
要
性
を
考
え
、
有
効
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

庁舎鱸委員会で活用案１０<獄見鐵さ;njElｼﾙ口

不動産鰯憲ぱど､具体“調勤W=i､ﾌﾞlるこ尼である：

曰
部
長
九
月

議
会
に
「
シ

ル
ク
」
の
不

動
産
鑑
定
と

活
用
計
画
の

関
係
で
、
補

正
予
算
を
お

願
い
し
た
い
。

結
果
が
出
し

だ
い
報
告
し

た
い
と
考
え

税
金
が
効
果
的
か
つ
適
正
に

使
わ
れ
て
い
る
か
が
、
わ
た
し

た
ち
の
一
番
の
関
心
事
で
す
。

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
す
べ
て
が
税
金
（
税

収
）
に
よ
り
ま
す
。
国
・
地
方

ｊ
 

山
に
お
い
て
は
財
政
が
厳
し
く
、

陵
毎
年
国
債
、
地
方
債
に
よ
る
予

瓢
算
が
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

勝
仕
方
の
無
い
こ
と
と
思
い
ま
す

加諏か匡池讓硝Ｍ蒋乖臘織諦
美
の
成
長
は
維
持
し
つ
つ
も
、
構

益
造
改
革
並
び
に
行
政
改
革
を
椎

屋
し
進
め
て
、
未
来
に
向
け
、
少

古
し
で
も
借
金
を
減
ら
し
て
い
け

て
い
る
。

問
「
シ
ル
ク
」
の
関
係
で

の
意
見
集
約
は
い
つ
ご
ろ
に
な

る
の
か
。
ま
た
、
移
転
す
る
日

程
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
総
務
企
画
部
長
不
動

産
鑑
定
を
行
い
、
買
収
し
た
場

合
に
ど
の
く
ら
い
の
金
額
に
な

る
か
、
地
方
債
や
合
併
特
例
債

を
使
う
の
か
な
ど
、
財
政
計
画

を
立
て
な
い
と
具
体
的
な
日
程

は
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

考
え
て
い
る
。

る
よ
う
に
す
る
の
が
政
治

の
責
務
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
た
い
せ
つ
な
税
金

で
す
。
無
駄
の
な
い
よ
う

に
活
か
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

⑱③鯛c鋤｡
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問
本
市
の
イ
ベ
ン
ト
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
集
中
改
革
プ

ラ
ン
で
は
公
費
支
出
に
伴
う
イ

ベ
ン
ト
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直

す
と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
方
向
性
を
伺
い
た
い
。

答
総
合
政
策
課
長
市
が

主
催
す
る
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト

に
関
し
て
、
幅
広
い
視
点
か
ら

見
直
し
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

た
。
市
民
の
み
な
さ
ま
の
意
見

を
伺
い
、
見
直
し
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
慎
重
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
身
近
な
公
園
や
遊
歩
道

な
ど
の
環
境
整
備
に
住
民
の
力

を
活
用
す
る
、
ア
ド
プ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
制
度
を
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
総
合
政
策
課
長
平
成

十
四
年
か
ら
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
観

光
協
会
が
実
施
し
、
塩
山
観
光

》｜⑧州ベンⅧ見直しの具体的な方向性は
蝋
④
市
民
か
ら
意
見
を
募
り
慎
重
に
対
応

定例会

股股

ibljJ 

協
会
に
お
い
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
的
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い

る
が
、
同
制
度
の
理
念
を
広
く

周
知
し
、
全
市
的
な
展
開
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
総
務
省
で
は
、
自
主
防

災
組
織
な
ど
を
核
と
し
た
地
域

安
心
・
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
醐

業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
推
進

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
総
務
課
長
地
域
住
民

を
守
る
に
は
、
災
害
発
生
に
備

え
、
日
ご
ろ
か
ら
対
策
を
講
じ
、

地
域
全
体
で
支
え
あ
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
市
民
一
人
ひ
と

り
と
各
組
織
、
公
的
機
関
を
連

携
さ
せ
、
有
機
的
に
機
能
さ
せ

る
仕
組
み
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
出
産
育
児
一
時
金
に
つ

い
て
、
陣
生
労
働
省
が
直
接
医

療
機
関
に
分
娩
費
を
支
給
す
る

平
成
十
八
年
甲
州

市
議
会
九
月
定
例
会

で
は
、
十
人
の
議
員

が
登
壇
－
し
、
市
当
局

改
善
策
を
ま
と
め
た
が
、
本
市

に
お
い
て
も
、
実
施
す
る
考
え

が
あ
る
か
ど
う
か
伺
い
た
い
。

答
市
民
課
長
受
領
委
任

払
い
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

被
保
険
者
や
医
療
機
関
へ
の
周

知
も
必
要
で
あ
り
、
早
期
に
実

施
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機

能
を
合
わ
せ
持
つ
「
認
定
子
ど

も
園
」
に
つ
い
て
、
今
後
の
計

画
と
実
施
の
見
通
し
は
。

答
子
育
て
支
援
課
長
子

ど
も
園
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

知
事
の
権
限
で
あ
り
、
県
で
は

条
例
制
定
に
向
け
、
検
討
を
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
本
市
に

お
い
て
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
な
ど

を
考
慮
し
研
究
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
発
達
障
害
を
抱
え
る
子

ど
も
へ
の
支
援
教
育
の
充
実
に

向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
か
伺
い
た
い
。

答
教
育
長
障
害
を
持
つ

児
童
、
生
徒
の
数
は
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
市
内
十
三
校
に
障

一

噂

害
を
持
つ
児
童
、
生
徒
の
た
め

の
学
級
を
設
置
し
て
い
る
。
ま

た
、
普
通
学
級
に
在
籍
し
な
が

ら
支
援
を
受
け
る
通
級
指
導
教

室
を
淵
山
南
小
に
開
設
し
て
い

る
が
、
今
後
も
支
援
体
制
を
充

実
し
て
い
き
た
い
。

問
小
中
学
校
の
内
装
木
質

化
に
つ
い
て
、
推
進
す
る
考
え

が
あ
る
か
ど
う
か
伺
い
た
い
。

答
学
校
教
育
課
長
学
校

施
設
の
木
質
化
は
健
康
面
、
精

神
面
へ
大
き
な
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
樋
極
的
に

取
り
入
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
高
齢
者
向
け
の
健
康
遊

具
を
設
置
す
る
シ
ニ
ア
公
園
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
都
市
整
備
課
長
各
種

補
助
率
業
を
研
究
し
、
介
護
予

小
中
学
校
の
内
装

木
質
化
の
蟻
進
潅

厨
⑭
尻
剣

驫
鶏鍬

凶

防
健
康
遊
具
を
公
園
内
に
設
置

で
き
る
よ
う
研
究
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
本
市
の
実
質
公
債
費
比

率
が
基
準
の
十
八
軒
を
超
え
た

要
因
と
、
合
併
前
の
各
市
町
村

の
比
率
は
ど
う
か
。

答
市
長
下
水
道
事
業
特

別
会
計
の
地
方
債
元
利
償
還
金

に
充
当
さ
れ
た
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
金
な
ど
が
加
わ
っ
た
こ

と
が
要
因
で
あ
る
。
ま
た
、
合

併
前
の
平
成
十
六
年
度
は
塩
山

市
が
二
十
・
九
粁
、
勝
沼
町
が

十
九
二
粁
、
大
和
村
が
十
八
・

二
軒
と
な
っ
て
い
る
。

問
仮
称
峡
東
市
よ
り
も
先

行
し
て
、
丹
波
山
村
と
の
合
併

を
進
め
る
考
え
は
。

答
市
長
八
月
に
丹
波
山

村
か
ら
合
併
の
申
し
入
れ
が
あ

っ
た
。
今
後
、
議
会
と
も
相
談

し
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
意
向

を
伺
い
な
が
ら
、
最
終
的
な
判

断
を
行
い
た
い
。

今年も多くのお客様で賑わったぶどう祭り,各種ｲﾍﾞ

ﾝﾄの見直し[とついてま､瘻臺芯対応が望まれてしる
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問
七
月
十
五
川
の
突
風
豪

雨
被
害
の
対
策
と
し
て
、
被
害

資
金
準
備
金
の
利
子
補
給
を
行

っ
た
が
、
ど
の
く
ら
い
利
用
さ

れ
た
か
伺
い
た
い
。

答
果
樹
農
林
課
長
災
害

資
金
借
り
受
け
者
は
三
件
で
、

総
額
は
五
百
万
円
で
あ
る
。

問
膿
作
物
の
緊
急
防
除
対

策
費
と
し
て
十
町
あ
た
り
千
六

百
四
十
一
円
の
補
助
金
を
出
す

と
あ
る
が
、
総
額
は
い
く
ら
か
。

答
果
樹
農
林
課
長
桃
、

ぶ
ど
う
な
ど
の
被
害
金
額
が
一

億
百
四
’
二
万
千
円
、
被
害
果

樹
緊
急
防
除
薬
剤
費
総
額
は
四

百
九
十
万
二
千
円
で
、
二
分
の

一
の
二
百
四
十
五
万
千
円
の
補

助
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

９月

■■■■■ 

質

問
二
○
○
五
年
の
農
林
業

セ
ン
サ
ス
の
結
果
で
は
、
農
家

戸
数
の
減
少
や
担
い
手
不
足
な

ど
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
な
農
業
振
興
策
を
伺
い
た
い
。

答
果
樹
農
林
課
長
意
欲

と
能
力
の
あ
る
担
い
手
を
確
保

す
る
こ
と
が
、
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
考
え
る
。
中
核
的
農
家

の
規
模
拡
大
に
よ
る
生
産
の
安

定
と
、
総
合
的
な
地
域
農
業
の

確
立
を
図
る
た
め
の
農
業
振
興

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
果
実
の
販
売
や
消
費
拡

大
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考

え
か
伺
い
た
い
。

答
果
樹
農
林
課
長
県
、

市
、
Ｊ
Ａ
に
よ
る
峡
東
地
域
特

産
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協

の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。
内
容
を
要
約

し
て
お
伝
え
い
た
し

ま
す
。

裂風搬雨で落下したスモモ１１(}１ＭM害対策として:ＩＭＩ

害資金準備金利子補給芯どjb垳わ11ている。

議
会
に
よ
り
、
消
費
拡
大
の
事

業
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、

甲
州
市
交
流
保
養
セ
ン
タ
ー
や

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
、
道
の
駅
甲

斐
大
和
な
ど
の
施
設
の
有
効
利

用
の
推
進
と
果
実
、
ワ
イ
ン
な

ど
の
消
費
宣
伝
活
動
に
よ
り
、

消
費
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
ク
マ
の
出
没
や
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
な
ど
、
獣
類
に
よ
る

農
産
物
被
害
へ
の
対
策
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答
果
樹
農
林
課
長
有
害

獣
被
害
防
止
電
気
柵
や
ネ
ッ
ト

網
購
入
補
助
金
制
度
を
活
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

猟
友
会
の
協
力
に
よ
り
、
駆
除

を
実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制

度
に
つ
い
て
、
実
際
に
基
準
値

を
超
え
た
も
の
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
伺
い
た
い
。

答
果
樹
農
林
課
長
Ｊ
Ａ

フ
ル
ー
ツ
山
梨
で
は
、
独
自
の

農
薬
分
析
に
よ
り
検
査
を
行
っ

た
が
、
残
留
基
準
や
一
律
基
準

を
超
え
た
果
実
は
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

一議

噸
④
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担
い
手
の
確
保
を

態
⑧
具
体
的
な
農
業
振
興
策
は

行
鮫
腫
繍
嘗
の
考
え
ば

問
行
政
区
別
人
口
統
計
表

で
は
、
区
の
戸
数
に
大
き
な
差

が
あ
る
が
、
行
政
区
統
合
の
考

え
は
あ
る
か
ど
う
か
。

答
市
長
本
市
の
行
政
区

は
百
区
あ
る
が
、
勝
沼
、
大
和

地
区
で
は
加
入
戸
数
の
少
な
い

区
が
多
い
状
況
で
あ
る
。
区
長

会
と
も
相
談
し
、
地
域
運
営
が

よ
り
効
率
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

再
編
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問
県
内
で
は
消
防
団
員
が

減
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
本
市

の
現
況
を
伺
い
た
い
。

答
市
長
消
防
組
織
は
、

十
一
分
団
五
十
三
部
か
ら
構
成

さ
れ
、
団
員
の
条
例
定
数
は
千

七
十
人
で
あ
る
が
、
在
籍
実
数

は
千
二
十
人
と
な
っ
て
い
る
。

問
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
風
林
火
山
」
の
放
映
に

合
わ
せ
、
松
里
地
区
に
あ
る
山

本
勘
助
に
ま
つ
わ
る
勘
助
不
動

尊
を
活
用
し
、
誘
客
に
つ
な
が

れ
ば
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
観
光
商
工
課
長
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
誘
導
標
識

や
現
地
へ
の
説
明
板
、
ベ
ン
チ

な
ど
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
り
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
へ
掲

載
し
宣
伝
し
て
い
き
た
い
。

問
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、

実
質
公
債
費
比
率
が
十
八
軒
を

超
え
、
事
業
の
推
進
が
心
配
さ

れ
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答
下
水
道
課
長
人
口
密

集
地
へ
引
き
続
き
整
備
普
及
を

図
っ
て
い
く
が
、
市
の
財
政
状

況
を
錨
み
、
計
画
の
見
直
し
も

検
討
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

問
ニ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
若

者
は
県
内
で
も
三
千
人
か
ら
五

千
人
と
推
計
さ
れ
る
と
聞
く
が
、

本
市
の
状
況
と
就
業
支
援
な
ど

の
対
策
を
伺
い
た
い
。

答
観
光
商
工
課
長
本
市

の
実
態
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

該
当
す
る
か
た
も
い
る
と
推
測

さ
れ
る
。
県
が
若
者
向
け
の
就

職
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る

が
、
再
就
職
に
関
す
る
情
報
な

ど
を
広
報
へ
褐
戦
し
、
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
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問
実
質
公
債
費
比
率
が
県

下
で
も
三
番
目
の
高
さ
で
あ
る
。

こ
の
状
態
を
非
常
事
態
と
し
て

考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答
市
長
起
債
制
限
比
率

で
見
る
と
十
一
・
二
粁
と
財
政

の
健
全
性
を
維
持
し
て
い
る
。

実
質
公
債
費
比
率
は
二
十
二

軒
と
、
国
の
基
準
値
を
上
回
り
、

比
率
を
下
げ
る
努
力
も
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
が
、
借
り
入
れ

に
つ
い
て
直
接
的
な
制
限
を
受

け
て
い
な
い
の
で
、
非
常
事
態

と
し
て
は
捉
え
て
い
な
い
。

問
実
質
公
債
費
比
率
を
下

げ
て
い
く
に
は
期
間
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
そ
の
間
の
起
債
許

可
へ
の
影
響
を
見
込
ん
で
い
る

か
伺
い
た
い
。

答
市
長
実
質
公
債
費
比

率
が
十
八
粁
以
上
に
な
る
と
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
の
策
定

を
前
提
に
、
今
ま
で
と
同
じ
よ

う
に
知
事
の
許
可
を
受
け
、
地

方
債
の
借
り
入
れ
が
で
き
る
が
、

策
定
に
あ
た
り
、
比
率
を
十
八

軒
未
満
と
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
事
業
の
緊
急
性
、
必
要

股
一
間
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・
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Ⅶ
一
鰯
緊
急
必
要
性
を
樋
握
し
限
度
鶴
を
設
定

国山

問
団
塊
世
代
の
退
職
者
を

本
市
の
農
業
に
利
活
用
し
、
農

業
振
興
に
何
ら
か
の
形
で
結
び

つ
け
て
い
く
考
え
は
。

性
を
把
握
し
、
借
り
入
れ
限
度

額
を
設
定
し
て
い
き
た
い
。

問
農
地
の
リ
ー
ス
状
況
緩

和
か
ら
一
年
が
経
過
し
、
構
造

改
革
特
区
も
勝
沼
地
域
で
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
農
業
振
興
策

と
し
て
、
農
地
リ
ー
ス
の
緩
和

が
、
本
市
の
農
業
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
か
。

答
産
業
建
設
部
長
構
造

改
革
特
区
は
、
勝
沼
地
域
の
ワ

イ
ン
業
者
が
原
料
ぶ
ど
う
の
栽

培
と
ワ
イ
ン
の
醸
造
を
行
い
、

地
域
産
業
の
活
性
化
と
遊
休
農

地
の
有
効
活
用
に
貢
献
し
て
い

る
。
今
後
も
構
造
改
革
特
区
の

活
用
を
推
進
し
、
ワ
イ
ン
産
地

の
確
立
と
地
場
産
業
の
発
展
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

団
塊
憧
代
の
退
鰯
著

農
鑿
に
利
活
用
竃

答
産
業
建
設
部
長
団
塊

世
代
の
参
画
は
、
地
域
農
業
の

持
続
あ
る
農
業
推
進
か
ら
も
期

待
で
き
、
農
業
生
産
基
盤
の
確

立
の
上
で
も
、
必
要
な
人
材
だ

と
考
え
る
。
栽
培
技
術
指
導
や

農
地
有
効
利
用
と
経
営
基
盤
強

化
の
た
め
の
融
資
な
ど
の
支
援

を
行
い
た
い
。

問
農
業
大
学
な
ど
教
育
の

場
と
の
連
携
も
必
要
で
は
な
い

か
。
若
い
世
代
の
英
知
を
も
ら

い
農
業
に
挑
ん
で
い
く
こ
と
も

必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
産
業
建
設
部
長
県
や

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
就
農
計
画
の

作
成
や
就
農
条
件
の
整
備
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
各

種
農
業
関
係
学
校
と
情
報
提
供

を
行
い
な
が
ら
、
担
い
手
の
育

成
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
農
業
の
起
点
と
な
り
、

市
民
や
観
光
客
が
交
流
で
き
る

農
業
振
興
交
流
体
験
施
設
が
必

要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
産
業
建
設
部
長
既
存

施
設
の
有
効
利
用
や
利
用
者
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
施
設
整
備
を

答
学

校
教
育
課
長
授
業
及
び
夏
休

み
期
間
中
の
プ
ー
ル
開
放
に
つ

い
て
は
、
監
視
員
を
配
置
し
指

導
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
遊

具
は
修
繕
を
施
し
、
安
全
確
保

を
行
っ
て
い
る
。

問
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
、
多
く
の
施
設
の

安
全
管
理
が
問
わ
れ
て
い
る
が
、

安
全
安
心
の
体
制
づ
く
り
が
で

き
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答
総
合
政
策
課
長
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
た
施
設

で
も
、
最
終
的
な
管
理
責
任
は

市
側
に
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識

し
、
指
定
管
理
者
に
対
す
る
指

導
、
監
督
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
耐
震
工
事
に
つ
い
て
、

た制の遊プ中い研

':を管具’学問鴬究
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財
政
面
を
含
め
今
後
の
考
え
は

ど
う
か
。

答
学
校
教
育
課
長
国
も

耐
震
性
の
確
保
は
、
最
も
重
要

な
課
題
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

財
政
面
を
考
慮
し
、
耐
震
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
上
下
水
道
の
耐
震
工
事

の
状
況
と
現
状
は
ど
う
か
。

答
水
道
課
長
大
規
模
な

災
害
に
対
し
、
飲
料
水
兼
用
の

防
火
水
槽
な
ど
、
年
次
計
画
を

立
て
整
備
し
て
い
き
た
い
。

答
下
水
道
課
長
平
成
十

年
か
ら
は
耐
震
計
算
法
を
用
い

て
安
全
性
を
確
保
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
前
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

改
修
時
に
対
策
を
検
討
し
た
い
。 ９月から指定管理者制度が鑿入さ洞た道の駅甲斐大和｡管理責任を十分

認識し､安全安心の体制づくりを期待したい,

鰄織鯛鍾鱒⑭
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問
市
長
は
少
子
化
対
策
に

つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
政
策
を

糒
築
し
た
が
、
内
容
の
充
実
や

実
施
に
向
け
て
の
進
行
状
況
を

伺
い
た
い
。

答
市
長
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
生
み
育

て
る
こ
と
の
で
き
る
施
策
と
し

て
、
保
護
者
の
子
育
て
と
就
労

な
ど
の
両
立
を
支
援
し
、
ゆ
と

り
を
持
っ
て
子
育
て
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
休
日
保
育
事
業

を
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
不
妊
に
悩
む
か
た
に
不
妊

治
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
コ

ウ
ノ
ト
リ
夢
助
成
事
業
を
実
施

し
、
現
在
保
健
師
が
電
話
や
相

談
窓
口
で
き
め
細
か
い
対
応
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の
小

学
校
十
三
校
の
児
童
二
千
百
五

十
三
人
を
対
象
に
下
校
時
の
安

全
確
保
対
策
の
充
実
を
図
る
た

め
、
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
防
犯
関
係
者
の
協
力
に

よ
り
、
夕
暮
れ
時
ふ
れ
あ
い
声

か
け
見
守
り
事
業
を
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
の
助
成

事
業
に
つ
い
て
は
、
三
歳
か
ら

－
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十
二
歳
ま
で
を
対
象
と
し
て
、

今
議
会
に
そ
の
予
算
を
計
上
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

問
児
童
虐
待
に
つ
い
て
、

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
悲
惨
な
事
態

が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
児
童

虐
待
は
早
期
発
見
で
未
然
に
悲

惨
な
事
態
を
防
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
本
市
に

お
い
て
も
何
件
か
あ
る
と
聞
く

が
、
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答
子
育
て
支
援
課
長
平

成
十
八
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で

の
児
童
に
関
す
る
相
談
件
数
は

五
十
件
で
、
主
な
内
容
は
虐
待

の
ケ
ー
ス
が
三
十
件
と
な
っ
て

い
る
。
対
策
に
つ
い
て
は
学
校
、

家
庭
、
市
の
家
庭
相
談
員
を
は

じ
め
、
学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

県
の
児
童
相
談
所
と
情
報
の
共

有
や
連
携
を
行
い
な
が
ら
、
児

童
な
ど
へ
の
支
援
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。

問
児
童
虐
待
防
止
の
中
心

と
な
る
専
門
的
な
組
織
を
早
急

に
立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と

合併を機に廃止されたチャイルドシート購入補助制度。
少子化支援対策として､補助制度の再考が望まれている。

年
二
月
二
十
七
日
に
、
甲
州
市

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

虐
待
防
止
市
民
会
議
を
立
ち
上

げ
た
。
こ
の
市
民
会
議
は
、
塩

山
警
察
署
を
は
じ
め
、
十
五
の

関
係
機
関
か
ら
な
り
、
虐
待
を

受
け
て
い
る
児
童
を
は
じ
め
と

す
る
通
告
、
相
談
に
対
し
、
早

期
発
見
や
適
切
な
対
応
を
図
る

た
め
、
適
切
な
連
携
の
も
と
で

児
童
な
ど
へ
の
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
関
係
実
務
者

に
よ
る
会
議
を
月
に
一
回
、
個

別
検
討
会
議
を
そ
の
都
度
開
催

し
、
児
童
へ
の
支
援
・
対
策
を

実
施
し
て
い
る
。

問
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、

児
童
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、

家
庭
訪
問
な
ど
に
は
必
ず
警
察

が
同
行
す
る
と
聞
く
。
児
童
相

談
所
と
警
察
官
が
一
体
と
な
っ

て
訪
問
す
る
こ
と
が
可
能
か
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
子
育
て
支
援
課
長
塩

山
警
察
署
も
入
っ
た
市
民
会
議

を
立
ち
上
げ
て
い
る
の
で
、
対

策
を
検
討
し
、
県
の
児
童
相
談

思
う
が
、

当
局
の
考

え
を
伺
い

た
い
。

趣
回
子

育
て
支
援

課
長
本

問
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

補
助
制
度
は
合
併
に
よ
り
な
く

な
っ
た
が
、
若
い
夫
婦
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
も
、
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
総
務
課
長
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
六

歳
ま
で
の
子
ど
も
に
着
用
が
義

務
付
け
ら
れ
た
の
で
、
普
及
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
助
成

制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
旧
塩
山

市
で
は
平
成
十
四
年
度
ま
で
購

入
に
対
す
る
助
成
を
行
い
、
旧

勝
沼
町
、
旧
大
和
村
に
お
い
て

は
補
助
制
度
を
継
続
し
て
い
た

が
、
合
併
を
機
に
扱
い
を
協
議

し
、
制
度
創
設
の
目
的
が
ほ
ぼ

達
成
さ
れ
た
と
の
判
断
で
、
合

併
を
も
っ
て
制
度
を
廃
止
し
た

経
過
で
あ
る
。
し
か
し
、
昨
今

の
社
会
情
勢
や
少
子
化
対
策
を

進
め
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら

す
る
と
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
補
助
も
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
他

の
自
治
体
の
実
施
状
況
な
ど
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入

糯
助
制
麗
の
慧
警
霧

所
な
ど
と
も
対
応
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

⑮鰯緬織鯛繊鋤
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問
塩
山
地
区
の
一
般
家
庭

可
燃
ご
み
に
つ
い
て
は
、
十
月

末
ま
で
埼
玉
県
寄
居
町
の
オ
リ

ッ
ク
ス
資
源
㈱
で
処
理
さ
れ
る

が
、
十
一
月
か
ら
は
ど
う
い
う

予
定
か
伺
い
た
い
。

答
環
境
課
長
民
間
施
設

で
あ
る
オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
㈱
と

の
契
約
期
間
は
、
十
月
末
日
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。
埼
玉
県
寄

居
町
ま
で
の
運
転
は
、
冬
場
の

降
雪
時
な
ど
気
候
の
変
化
に
よ

り
通
常
の
ル
ー
ト
が
通
行
困
難

な
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

運
搬
経
費
の
節
減
も
考
え
、
少

し
で
も
近
く
、
よ
り
安
全
で
あ

る
県
内
の
自
治
体
へ
処
理
を
お

願
い
し
て
い
る
。
依
頼
し
て
い

る
自
治
体
で
は
、
受
け
入
れ
に

つ
い
て
前
向
き
に
検
討
い
た
だ

い
て
お
り
、
現
在
、
地
元
に
対

し
同
意
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

問
ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
構
想
の
焼

却
施
設
が
完
成
す
る
の
が
六
年

後
と
聞
い
て
い
る
が
、
長
期
的

な
展
望
を
伺
い
た
い
。

答
環
境
課
長
依
頼
し
て

股
一
間

’
 

一
一
賞

識
⑧

聯
。
④
県
内
の
自
治
体
へ
処
理
を
打
診

子

可
燃
ご
み

塩
山
地
区

い
る
自
治
体
の
施
設
使
用
が
可

能
な
間
は
、
受
け
入
れ
て
も
ら

え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問
生
の
農
産
物
な
ど
を
可

燃
ご
み
に
入
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
、
ま
た
、
ご
み
処
理
費

が
一
キ
ロ
い
く
ら
く
ら
い
か
か

る
と
い
う
こ
と
を
、
市
民
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
環
境
課
長
ご
み
の
排

出
に
つ
い
て
は
、
可
燃
ご
み
、

不
燃
ご
み
、
ま
た
資
源
ご
み
は

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
排
出
す
る
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
方
法
を
実
施
し
て
お
り
、

市
民
に
対
し
て
家
庭
用
ご
み
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
周
知
徹

底
し
、
ご
み
の
減
駄
化
を
図
っ

て
い
る
。

問
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
構
想
の
地

区
全
体
で
、
レ
ジ
袋
一
枚
に
つ

き
一
円
を
課
金
す
る
と
い
う
提

案
を
、
市
長
に
し
て
も
ら
い
た

い
が
ど
う
か
。

答
市
長
課
金
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
消
費
者
が
袋
の
使

用
を
少
な
く
す
る
と
い
う
意
味

十
一
月
か
ら
の
委
託
先
は

で
は
、
既
に
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ピ
ニ
の
レ
ジ
袋
を
抑
え
る
よ
う

に
そ
れ
ぞ
れ
お
願
い
し
て
い
る
。

ど
こ
の
市
町
村
で
も
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
話
し
て
い
る
の

で
、
改
め
て
言
う
問
題
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問
学
校
教
育
で
、
改
め
て

環
境
教
育
と
同
時
に
賢
い
消
費

者
を
育
て
る
、
も
の
を
見
る
目

を
育
て
る
と
い
う
こ
と
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

答
環
境
課
長
現
在
、
小

中
学
校
が
年
一
回
、
有
価
物
回

収
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
教

育
の
一
環
と
し
て
、
ご
み
の
減

量
化
の
知
識
を
得
る
と
い
う
こ

と
、
ま
た
親
子
の
ふ
れ
あ
い
に

よ
り
、
物
の
た
い
せ
つ
さ
、
価

値
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
も

っ
た
い
な
い
と
い
う
気
持
ち
が

醸
成
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
学
校
へ
働
き

学
校
教
贄
で

も
の
麹
見
る
目
の
菅
噸
潅

る
と
い
う
施
策
を
や
る
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
環
境
課
長
旧
堀
山
市

に
お
い
て
ご
み
処
理
施
設
の
停

止
に
伴
い
、
平
成
十
六
年
か
ら

ご
み
減
量
化
の
徹
底
を
図
り
、

職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
現
場
に
立
ち
、

指
導
も
し
て
い
る
。
平
成
十
五

年
が
八
千
三
十
四
ト
ン
、
平
成
十

六
年
は
七
千
八

十
九
ト
ン
、
平
成

十
七
年
に
は
五

千
五
百
十
二
ト
ン

と
、
市
民
の
皆

様
に
灯
哩
か
訴
え
、

協
力
を
求
め
、

成
果
は
上
が
っ

て
い
る
。
今
後

も
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
大
菩
薩

の
湯
が
指
定
管

理
者
制
度
に
移

っ
た
が
、
理
由

を
伺
い
た
い
。

答
観
光
商

工
課
長
六
月

か
け
な
が
ら
、

ご
み
の
減
量
化

を
訴
え
て
い
き

た
い
。

問
行
政
が

強
い
意
思
を
持

っ
て
、
減
量
す

h勺

議
会
に
お
い
て
甲
州
市
交
流
保

養
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が

議
決
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
指
定

管
理
者
を
導
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
、
今

ま
で
の
大
菩
薩
の
湯
の
収
支
状

況
、
ま
た
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
か
ら
し
て
、
民
間

活
力
に
委
ね
る
こ
と
が
ベ
ス
ト

で
あ
る
と
判
断
し
、
来
年
四
月

か
ら
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行

す
る
予
定
で
あ
る
。
九
月
一
日

か
ら
、
十
月
二
日
ま
で
募
集
期

間
と
し
て
指
定
管
理
者
候
補
の

公
募
を
行
っ
て
い
る
。

７月１日には塩山南小学校で有価物回収が行わ１１に｡地域や保護者､児菫が－
銃と煎って取り組んでいる瞳

鰯鰄c轡鋤⑲
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一
鰯
岬
蝿
啼
幻
罰
説
の
進
行
状
況
は

職
④
甲
州
種
ワ
イ
ン
ロ
費
向
上
の
方
策
を
検
討

に
つ
い
て
は
、
よ
り
消
費
者
に

ワ
イ
ン
の
品
質
が
わ
か
り
や
す

く
、
ま
た
消
費
者
か
ら
も
ワ
イ

ナ
リ
ー
か
ら
も
、
同
じ
目
線
で

見
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
と
し
て
、

関
係
機
関
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
研
究
、
検
討
を
行
い
、
当
市

の
原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認
証
制

度
と
し
て
確
立
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
今
年

度
立
ち
上
げ
た
甲
州
市
ぶ
ど
う
・

ワ
イ
ン
産
地
確
立
会
議
に
つ
い

て
は
、
甲
州
種
ワ
イ
ン
の
品
質

向
ｋ
の
た
め
の
、
甲
州
ぶ
ど
う

栽
培
の
高
位
標
準
化
と
地
域
全

体
の
高
品
質
化
な
ど
に
つ
い
て
、

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

問
十
月
三
日
か
ら
十
日
ま

で
、
市
長
、
議
長
以
下
、
中
学

生
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ー

ヌ
市
を
訪
れ
、
甲
州
市
と
し
て

改
め
て
友
好
都
市
の
締
結
を
行

い
、
交
流
を
図
っ
て
く
る
と
聞

く
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
最
高
の
ワ

イ
ン
を
生
産
す
る
ポ
ー
ヌ
市
と
、

日
本
で
初
め
て
ワ
イ
ン
醸
造
を

手
が
け
た
旧
勝
沼
町
が
一
万
五

千
キ
ロ
の
海
を
隔
て
た
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
文
化
を
持
つ
ワ
イ
ン

の
特
産
地
で
あ
る
市
と
町
で
固

い
握
手
を
交
わ
し
、
姉
妹
都
市

の
締
結
が
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
甲
州
市
と
し
て
、
今
ま
で

以
上
の
友
好
関
係
が
保
て
る
よ

う
望
み
、
出
発
前
の
市
長
の
決

意
を
伺
い
た
い
。

答
市
長
こ
れ
ま
で
、
市

民
訪
問
団
、
議
会
訪
問
団
、
青

年
海
外
派
遣
団
な
ど
で
交
流
を

深
め
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
は

学
校
教
育
に
お
け
る
国
際
教
育

の
一
環
と
し
て
次
代
を
担
う
中

学
生
の
国
際
的
視
野
を
広
げ
、

あ
わ
せ
て
国
際
感
覚
の
酒
養
に

役
立
て
て
き
た
と
考
え
る
。
わ

た
く
し
も
今
回
、
三
十
四
人
の

訪
問
団
団
長
と
し
て
ポ
ー
ヌ
市

を
訪
れ
、
改
め
て
友
好
都
市
の

締
結
を
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
は
相
互
交
流
と
い

う
観
点
か
ら
訪
ね
た
り
、
訪
ね

ら
れ
た
り
の
交
流
が
図
ら
れ
た

ら
と
考
え
て
お
り
、
今
回
の
訪

問
を
機
会
に
、
ポ
ー
ヌ
市
と
の

交
流
が
さ
ら
に
推
進
さ
れ
る
よ

う
に
、
努
力
し
て
き
た
い
と
考

学
生
を
ポ
ー
ヌ

市
に
派
遣
し
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
と
お
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
の
生

活
、
習
慣
な
ど

を
肌
で
感
じ
中

鴬i､f::,蕊 声

１０月３日から市長､議長以下､中学生34人がフランスボ

ーヌ市を訪問｡改めて友好都市締結が行われた。

合
併
調
整
項
冨

謂
蔓
し
麓
い
市
民
に
周
知
渥

問
甲
州
市
も
合
併
し
て
１

ヵ
月
あ
ま
り
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
合
併
協
議
会
の
中
で
、

示
さ
れ
た
二
千
四
百
あ
ま
り
の

調
整
項
目
に
つ
い
て
、
合
併
時

ま
た
は
合
併
後
、
調
整
す
る
と

い
う
項
目
が
い
く
つ
か
あ
っ
た

が
、
市
民
が
知
ら
な
い
う
ち
に

調
腱
さ
れ
、
遂
行
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
く
。
調
終

が
固
ま
り
し
だ
い
、
市
民
に
も

早
急
に
知
ら
せ
る
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

答
総
合
政
策
課
長
合
併

協
議
会
の
中
で
示
さ
れ
た
事
務

事
業
の
調
整
項
目
に
あ
っ
て
は
、

二
千
四
百
五
十
四
項
目
の
巾
で
、

合
併
時
及
び
合
併
後
調
整
す
る

と
い
う
表
現
で
示
さ
れ
て
お
り
、

事
務
事
業
の
取
り
扱
い
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
合
併

後
調
整
す
る
項
目
の
中
で
、
市

民
の
皆
様
に
直
接
関
係
す
る
項

側
に
あ
っ
て
は
、
関
係
部
署
と

の
調
整
が
調
い
し
だ
い
、
で
き

る
だ
け
早
い
段
階
で
議
会
へ
の

説
明
を
含
め
市
民
の
皆
様
へ
、

広
報
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、

幅
広
い
方
法
で
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

え
て
い
る
。

⑤鰄繊c⑤⑬。
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問
職
員
採
用
試
験
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
八
月
の
広
報
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
。
資
格
に
つ
い

て
は
、
二
十
一
一
歳
か
ら
二
十
八

歳
の
人
材
確
保
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
よ
り
優
秀
な
人
材
を

確
保
す
る
な
ら
ば
、
採
用
試
験

の
周
知
期
間
が
短
い
と
思
う
が

ど
う
か
。
ま
た
年
齢
の
幅
が
狭

い
と
感
じ
る
が
、
見
解
を
伺
い

た
い
。

答
助
役
甲
州
市
と
し
て

初
め
て
職
員
を
採
用
す
る
こ
と

と
な
る
。
今
回
の
採
用
で
は
、

｜
股
行
政
職
の
募
集
を
行
っ
た

が
、
本
年
四
月
一
日
現
在
の
一

般
行
政
職
員
数
は
三
百
六
十
七

人
で
、
年
齢
構
成
を
見
る
と
二

十
歳
代
が
三
十
一
一
一
人
で
、
極
端

に
少
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
、
業
務
を
遂
行
し
て
い
く

上
で
支
障
を
生
ず
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
二
十
八
歳
ま

で
を
採
用
要
件
と
し
た
。
周
知

期
間
に
つ
い
て
は
、
五
月
に
早

期
退
職
者
制
度
を
新
た
に
設
け
、

最
終
期
限
を
六
月
三
十
日
と
し
、

ま
た
来
年
三
月
の
退
職
希
望
者

磯

首質 瀧
一
⑧
繩
員
鋼
応
募
資
格
の
見
解
は

》④極端に少ない二十歳代を露したい

問
昨
年
七
月
か
ら
食
育
基

本
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
学
校

給
食
で
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

答
学
校
教
育
課
長
今
年

麓
育
蟇
本
法

学
校
給
食
で
の
取
り
組
み
は

を
募
集
し
、
今
年
度
退
職
者
数

を
確
定
し
て
か
ら
の
募
集
と
な

っ
た
た
め
で
あ
り
、
来
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
設
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
職
員
と
し
て
の
採
用
決

定
後
に
つ
い
て
、
研
修
期
間
な

ど
本
採
用
に
な
る
ま
で
の
現
状

を
伺
い
た
い
。

答
助
役
合
格
を
す
る
と

翌
年
四
月
よ
り
採
用
と
な
る
が
、

正
規
の
採
用
で
は
な
く
、
本
市

で
は
六
ヵ
月
の
見
習
い
期
間
を

設
定
し
て
い
る
。
そ
れ
を
過
ぎ

た
段
階
で
、
所
属
長
か
ら
の
評

価
も
含
め
、
十
月
一
日
か
ら
本

採
用
職
員
と
な
る
制
度
に
な
っ

て
い
る
。

度
か
ら
甲
州
市
給
食
運
営
協
議

会
を
設
立
し
、
そ
の
中
で
新
し

い
食
育
・
献
立
・
給
食
指
導
の

三
研
究
部
会
を
設
置
し
た
。
ま

た
、
本
年
七
月
に
学
校
給
食
の

試
食
会
を
開
催
し
、
食
の
た
い

せ
つ
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
学
校
に
お
い
て
も
、

栄
養
職
員
か
ら
学
校
給
食
を
と

お
し
て
児
童
、
生
徒
に
食
の
た

い
せ
つ
さ
を
教
え
て
お
り
、
家

庭
に
お
い
て
は
、
規
則
正
し
い

食
事
の
摂
取
に
関
す
る
食
育
部

会
だ
よ
り
を
配
布
し
、
連
携
を

図
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
米
飯
給
食
に
つ
い
て
、

ご
飯
の
給
食
が
塩
山
地
域
で
週

二
回
、
勝
沼
・
大
和
地
域
で
週

三
回
と
聞
い
て
い
る
。
も
っ
と

増
や
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。答
学
校
教
育
課
長
米
飯

を
中
心
と
し
た
食
事
は
、
日
本

の
伝
統
的
な
食
事
の
一
つ
で
あ

る
。
今
後
は
学
校
給
食
に
お
い

て
も
、
米
飯
給
食
を
構
築
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
学
校
教
育
課
長
食
材

の
入
札
は
、
甲
州
市
給
食
運
営

協
議
会
の
中
の
給
食
食
品
購
入

委
員
会
で
実
施
し
て
い
る
。
納

入
は
市
内
外
の
業
者
か
ら
行
っ

て
お
り
、
鮮
度
や
衛
生
面
な
ど
、

今
後
も
安
全
・
安
心
な
食
材
の

購
入
を
し
て
い
き
た
い
。

問
平
成
十
九
年
度
か
ら
県

内
の
普
通
科
高
校
の
入
学
試
験

が
全
県
一
区
と
な
っ
た
が
、
学

校
教
育
現
場
で
の
進
路
指
導
な

ど
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
教
育
長
普
通
科
高
校

の
通
学
区
域
が
な
く
な
り
、
総

合
選
抜
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
が
、

問
学

校
給
食
は
、

食
材
の
良

し
悪
し
が

大
き
く
左

右
す
る
と

思
う
が
、

食
材
の
調

達
を
ど
の

よ
２
ト
行
い
、

管
理
し
て

中
学
校
に
お
い
て
、
保
護
者
や

生
徒
に
制
度
の
説
明
を
行
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

問
公
立
高
校
の
普
通
科
で

は
、
特
技
・
個
性
が
評
価
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
伸
ば
し
て
い

く
教
育
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
伺
い
た
い
。

答
教
育
長
前
期
募
集
に

お
い
て
は
、
特
徴
・
個
性
を
重

視
し
た
募
集
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
自
己

推
薦
に
よ
り
高
校
を
選
べ
る
と

い
う
形
に
な
っ
た
。
市
内
の
中

学
校
に
お
い
て
も
、
個
性
を
伸

ば
し
、
特
徴
を
活
か
す
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。 給食をおいしく食べる塩山南小学校の２年生｡日本の伝統的芯食事である

米飯給含の増加を期待したい。

卿職･憾繍｡⑲
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問
出
産
祝
金
に
つ
い
て
、

数
字
的
に
見
る
と
第
二
子
も
産

め
な
い
状
況
で
あ
り
、
第
三
子

か
ら
で
は
非
常
に
遠
い
支
援
で

は
な
い
か
。
第
二
子
か
ら
の
支

給
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
市
民
生
活
部
長
第
二

子
に
対
し
て
の
祝
金
支
給
に
つ

い
て
は
、
実
施
に
向
け
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
に
つ
い
て
、
増
額
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
市
民
生
活
部
長
国
民

殿
一
間

U■■■■ 

震 譲
一
⑥
舳
鍼
第
一
手
か
ら
の
支
給
を

罹・④実施に向け努力したい
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出
産

し
た
場
合
の
出
産
一
時
金
に
つ

い
て
、
合
併
前
の
三
市
町
村
で

違
っ
た
金
額
の
た
め
協
議
し
、

合
併
時
か
ら
三
十
五
万
円
を
支

給
し
て
い
る
。
増
額
に
つ
い
て

は
、
近
隣
市
町
村
の
状
況
な
ど

を
勘
案
し
、
国
民
健
康
保
険
或

業
特
別
会
計
の
財
政
状
況
な
ど

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
意
見

な
ど
も
聴
き
な
が
ら
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
妊
婦
に
対
す
る
支
援
策

定期的に行われている子育て支援講座⑨出産祝金や吐
産育児一時金の増額が望まれている。

と
し
て
、
す
べ
て
の
検
診
へ
の

補
助
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。答
子
育
て
支
援
課
長
妊

娠
期
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

母
子
保
健
手
帳
の
交
付
、
妊
婦

一
般
健
康
診
査
票
の
交
付
、
個

別
相
談
を
実
施
し
、
無
料
交
付

し
て
い
る
。
ま
た
、
各
種
検
査

も
妊
娠
前
期
、
後
期
で
無
料
受

診
と
し
て
い
る
。
な
お
、
三
十

五
歳
以
上
の
妊
婦
の
か
た
に
対

し
て
も
、
リ
ス
ク
が
高
く
異
常

が
起
き
や
す
い
の
で
、
超
音
波

検
診
を
無
料
で
実
施
し
て
お
り
、

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
母

親
学
級
を
年
十
六
回
実
施
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

問
本
市
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
、
来
年
に
向
け
て
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
か
伺
い
た
い
。

答
市
長
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
積

み
重
ね
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、

市
民
の
熱
い
思
い
が
外
に
伝
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
参

加
者
が
来
て
い
た
だ
け
る
と
考

え
る
。
市
と
し
て
も
大
き
な
予

問
集
中
改
革
プ
ラ
ン
が
公

表
さ
れ
た
が
、
年
度
ご
と
の
削

減
計
画
を
伺
い
た
い
。

答
総
合
政
策
課
長
平
成

十
七
年
三
月
に
、
国
が
策
定
し

た
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行

政
改
革
の
推
進
の
た
め
の
新
た

な
指
針
に
基
づ
き
、
九
月
五
日

に
平
成
十
八
年
度
か
ら
五
年
間

で
取
り
組
む
百
五
十
四
項
目
と

目
標
効
果
額
を
公
表
し
た
。
内

容
は
総
額
で
、
二
十
九
億
二
千

百
万
円
を
削
減
す
る
計
画
で
あ

り
、
平
成
十
八
年
度
は
二
億
五

千
六
百
二
十
万
円
、
平
成
十
九

年
度
は
三
億
五
千
五
十
七
万
円
、

平
成
二
十
年
度
は
九
億
七
千
百

八
十
九
万
円
、
平
成
二
十
一
年

度
は
五
億
九
千
二
百
五
十
万
円
、

平
成
二
十
二
年
度
は
七
億
四
千

九
百
八
十
四
万
円
と
な
っ
て
い

る
。問
指
定
管
理
者
制
度
に
移

集
中
改
革
プ
ラ
ン

年
度
ご
と
の
計
画
は

必
要
も
あ
る
か
と
考
え
て
い
る
。

算
を
使
っ

て
努
力
し

て
い
る
が
、

年
間
を
と

お
し
て
、

担
当
す
る

課
を
作
為

行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の

く
ら
い
の
削
減
が
計
れ
る
の
か
。

答
総
合
政
策
課
長
指
定

管
理
者
制
度
へ
の
移
行
し
た
＋

施
設
に
つ
い
て
は
、
効
果
額
は

見
込
ま
ず
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
今
後
は
、
効
果

の
上
が
る
指
定
管
理
者
の
指
定

も
考
え
て
い
き
た
い
。

問
職
員
の
定
員
管
理
の
状

況
と
今
後
は
ど
う
か
。

答
総
務
企
画
部
長
平
成

二
十
三
年
ま
で
の
退
職
者
児
込

数
八
十
二
人
に
対
し
て
、
一
般

行
政
職
員
を
二
分
の
一
以
内
の

補
充
採
用
と
す
る
方
針
で
あ
り
、

五
年
間
の
採
用
予
定
者
は
三
十

一
人
で
あ
る
。
目
標
効
果
額
は

三
億
一
一
千
一
一
百
万
円
、
目
標
数

値
を
四
・
六
％
上
回
る
設
定
で

あ
り
、
指
定
管
理
者
制
度
の
効

果
的
活
用
も
含
め
、
簡
素
で
効

率
的
な
行
政
体
制
が
構
築
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。

問
市
民
負
担
の
手
数
料
、

使
用
料
、
水
道
料
な
ど
、
旧
三

市
町
村
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い

る
も
の
も
あ
り
、
公
平
で
な
い

部
分
も
あ
る
が
対
応
は
。

答
総
合
政
策
課
長
各
法

令
や
関
係
各
課
と
協
議
し
、
ま

た
審
議
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
、

答
申
を
い
た
だ
き
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

⑮蟻鋤榊轡醗⑳
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問
大
菩
薩
登
山
競
走
に
つ

い
て
、
｜
且
中
止
を
す
る
前
に

は
、
参
加
者
が
約
千
五
百
人
あ

り
、
再
開
後
は
約
八
百
人
前
後

で
あ
る
。
担
当
部
局
と
し
て
、

今
年
度
は
六
百
数
十
人
と
い
う

数
字
を
ど
う
考
え
、
今
後
ど
の

よ
う
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る

か
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
産
業
建
設
部
長
大
菩

薩
登
山
競
走
は
事
前
に
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
大
会
の
施

行
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
充
実
し

た
庁
内
体
制
も
合
わ
せ
、
内
容

な
ど
を
実
行
委
員
会
で
大
い
に

議
論
し
、
盛
り
上
げ
る
方
向
で

検
討
し
た
い
。

問
大
菩
薩
登
山
競
走
は
、

日
本
の
二
大
登
山
競
走
の
一
つ

で
あ
り
、
非
常
に
特
徴
の
あ
る

レ
ー
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
。
人

数
を
増
や
す
た
め
の
具
体
的
な

目
標
と
方
策
を
考
え
、
明
確
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
が
、
こ
の
レ
ー
ス
は

観
光
振
興
か
ス
ポ
ー
ツ
振
興
か
、

ど
ち
ら
に
ウ
エ
ー
ト
が
あ
る
の

剛
‐
‐
ｈ
１
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問
組
の
加
入
は
強
制
加
入

で
は
な
く
任
意
加
入
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
し
て
行
政
サ
ー
ビ

編
政
講
ｌ
ビ
ス

粗
末
加
入
者
へ
の
対
応
は

か
伺
い
た
い
。

答
市
長
参
加
者
の
減
少

は
、
お
み
や
げ
の
問
題
や
、
大

菩
薩
の
湯
や
塩
山
温
泉
が
あ
り

な
が
ら
、
走
っ
て
も
温
泉
に
入
れ

な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
も

聞
い
て
い
る
。
温
泉
に
入
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
滞
在
す
る
可

能
性
も
あ
り
、
そ
う
い
う
面
で

は
、
観
光
の
ウ
エ
ー
ト
の
方
が

大
き
い
と
考
え
る
。

問
区
長
や
組
長
は
、
住
民

の
意
識
で
は
自
治
会
と
思
っ
て

い
る
部
分
が
あ
る
が
、
区
長
や

区
、
組
長
は
行
政
の
一
端
と
し

て
の
機
関
か
、
任
意
の
自
治
体

な
の
か
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
総
務
企
画
部
長
本
市

に
は
百
区
あ
り
、
区
長
は
市
長

の
委
嘱
で
あ
り
、
市
の
行
政
委

員
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。

ス
業
務
を
加
入
者
、
未
加
入
者

と
差
別
せ
ず
、
行
き
渡
ら
せ
て

い
る
か
伺
い
た
い
。

答
総
務
企
画
部
長
組
に

加
入
し
て
い
な
く
て
も
区
長
や

組
長
に
配
慮
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
個
人

へ
の
発
送
対
応
や
市
役
所
に
取

り
に
来
て
も
ら
う
な
ど
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
す
べ
て
公
平
に
受

け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
考
え

て
い
る
。

問
区
に
全
員
が
加
入
す
る

条
例
制
定
は
難
し
い
と
思
う
が
、

全
部
の
市
民
が
加
入
す
る
規
定

は
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

答
総
務
企
画
部
長
条
例

の
中
で
規
制
す
る
の
は
ど
う
か

と
思
う
。
あ
く
ま
で
も
任
意
の

加
入
で
あ
り
、
自
己
決
定
、
自

己
判
断
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
多
く
の
自
治
体
が
町
内

会
と
名
称
を
変
え
て
完
全
な
自

治
組
織
と
し
て
や
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
規
則
が
あ
り
、
完

全
自
治
会
に
す
る
こ
と
は
混
乱

を
招
く
と
思
う
が
、
今
後
は
検

討
材
料
と
し
て
い
く
必
要
が
あ

て
い
る
と

こ
ろ
も
あ

る
が
、
区
長
〈
毒
、
自
治
区
に
す

る
か
は
設
置
条
例
で
あ
り
議
会

の
議
決
事
件
で
あ
る
。
自
治
区

制
度
が
い
い
の
か
、
区
の
制
度

が
い
い
の
か
は
長
期
的
な
視
野

に
立
ち
、
区
長
の
意
見
な
ど
を

伺
う
中
で
検
討
し
た
い
。

問
区
長
の
報
酬
は
、
そ
の

労
働
や
責
任
か
ら
考
え
る
と
低

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
報
酬

を
払
え
ば
い
い
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
再
考
す
る
時
期
が
来

て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま

た
区
は
、
公
の
組
織
で
あ
る
が
、

公
職
選
挙
法
に
触
れ
る
よ
う
な

選
挙
活
動
が
行
わ
れ
が
ち
で
、

告
示
前
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ

る
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
総

務
企
画
部

長
全
国

の
自
治
体

の
中
で
は
、

自
治
区
制

度
を
と
つ

と
が
本
当
に
良
い
の
か
、
行
政

か
ら
も
各
区
に
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
意
見

を
伺
い
た
い
。

答
市
長
市
内
に
は
戸
数

が
少
な
い
区
が
形
成
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
区
長
手

当
は
地
区
に
よ
っ
て
高
い
と
こ

ろ
も
あ
り
、
ま
た
、
地
域
の
事

情
な
ど
も
あ
る
。
行
政
区
は
地

域
の
皆
様
が
決
め
、
行
政
と
し

て
は
、
お
願
い
す
る
し
か
で
き

な
い
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
選
挙
活
動
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
代
表
を
決
め
る
と
い
う

こ
と
で
、
強
制
的
で
は
な
く
、

差
し
支
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

８月20日に行われた大雪薩登山競走。参加者減少への早急な対応が菫

まれている。

働鰄鰄鰄鰯、

｢’ 
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問
「
シ
ル
ク
」
が
現
庁
舎

の
隣
接
地
に
あ
り
、
庁
舎
と
し

て
の
活
用
調
査
費
（
不
動
産
鑑

定
）
の
予
算
を
計
上
し
た
が
、

屋
内
駐
車
場
、
地
下
一
階
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
活
用
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

答
市
長
「
シ
ル
ク
」
と

決
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

庁
舎
活
用
計
画
で
議
会
に
も
相

談
し
、
方
向
付
け
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
な
お
、
不
動
産
鑑
定

は
十
一
月
ご
ろ
、
庁
舎
活
用
計

画
は
来
年
一
月
ご
ろ
策
定
す
る

予
定
で
あ
る
。

問
新
聞
報
道
で
丹
波
山
村

と
の
合
併
に
つ
い
て
、
ト
ッ
プ

会
談
で
合
意
し
た
と
の
見
出
し

が
あ
っ
た
が
、
市
長
の
考
え
は
。

答
市
長
丹
波
山
村
か
ら

合
併
の
要
請
が
あ
っ
た
が
、
正

式
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
具
体
的
な
協
議
に
な
っ

た
場
合
、
議
会
や
市
民
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
決
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
観
光
振
興
策
と
し
て
、

駅

殿
一
間

U■■■■ 

蟻》
⑧
本
庁
舎
と
し
て
「
シ
ル
ク
」
の
活
用
は

④
庁
舎
活
用
計
画
で
方
向
性
を
検
討

バ
ス
の
市
内
周
遊
計
画
は
で
き

な
い
か
。

答
総
務
企
画
部
長
市
内

の
観
光
資
源
を
結
ぶ
バ
ス
の
周

遊
化
は
、
有
効
な
手
段
と
考
え

て
い
る
。
本
年
五
月
に
新
規
バ

ス
路
線
運
行
計
画
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
調
査
研
究
や
関

東
陸
運
局
と
の
協
議
を
進
め
て

い
る
が
、
新
バ
ス
路
線
の
実
現

を
早
期
に
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害

予
測
地
図
）
の
作
成
に
つ
い
て
、

本
市
の
実
態
は
ど
う
か
。

答
総
務
課
長
浸
水
の
想

定
区
域
の
現
地
調
査
図
面
の
作

成
は
終
了
し
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
つ
い
て
も
、
県
に
お
い
て

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
県
に

お
け
る
調
査
、
区
域
指
定
に
基

づ
き
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
を
し
て
い
き
た
い
。

問
い
つ
起
こ
る
か
想
定
で

き
な
い
災
害
に
対
し
て
、
市
内

の
専
門
家
に
よ
る
検
討
委
員
会

を
作
り
、
市
民
に
災
害
予
測
地

域
を
示
す
よ
う
な
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

葦塞ざ
眉X彊
巴･里葬
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拡幅改良工事が進む仲沢ガード。平成21年度の供用開

始に向け工事が進んでいる

問
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
割
合

と
、
特
別
会
計
へ
繰
り
出
し
て

い
る
額
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

答
市
長
平
成
十
七
年
度

の
実
質
公
債
費
比
率
は
二
十
・

一
軒
で
、
そ
の
内
訳
は
一
般
会

計
分
が
十
二
・
一
一
一
軒
、
特
別
会

計
分
は
七
・
八
軒
で
、
そ
の
う

ち
下
水
道
事
業
が
七
割
と
な
っ

て
い
る
。
繰
出
金
総
額
は
九
億

実
質
鱗
債
費
比
率

鰹
鑿
化
へ
の
方
策
鰯

九
年
度
に
は
総
合
的
な
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
大
規
模
地
震
が
起
こ
り
、

市
内
の
集
落
が
孤
立
し
た
と
の

想
定
で
、
災
害
警
戒
合
同
訓
練

を
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
総
務
企
画
部
長
災
害

を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
す
る

こ
と
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
の
で
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

答
総
務
課

長
旧
三
市
町

村
に
は
防
災
計

画
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
り
、
そ
れ
ら

を
参
考
に
し
な

が
ら
、
平
成
十

五
百
五
十
一
万
千
円
で
、
八

十
三
・
四
軒
の
七
億
五
千
四
百

七
十
六
万
円
が
、
実
質
公
債
費

比
率
に
算
入
さ
れ
た
地
方
債
の

元
利
償
還
金
分
と
な
っ
て
い
る
。

問
実
質
公
債
費
比
率
の
数

値
を
下
げ
る
た
め
の
方
策
は
。

答
市
長
平
成
十
七
年
度

を
基
に
概
算
で
算
出
す
る
と
、

地
方
債
の
償
還
額
な
ど
約
一
億

七
千
万
円
を
削
減
す
る
と
適
正

な
数
値
が
確
保
さ
れ
る
と
推
測

さ
れ
、
今
後
対
応
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

間
仲
沢
ガ
ー
ド
拡
幅
改
良

事
業
第
一
期
工
事
の
完
成
予
定

を
伺
い
た
い
。

答
都
市
整
備
課
長
県
が

事
業
主
体
で
、
Ｊ
Ｒ
と
工
事
委

託
協
定
を
交
わ
し
実
施
し
て
い

る
が
、
平
成
二
十
一
年
度
に
は

供
用
開
始
の
計
画
で
あ
る
。

間
仲
沢
ガ
ー
ド
第
二
工
区

の
建
設
計
画
の
見
通
し
は
。

答
市
長
第
一
工
区
の
完

成
と
同
時
に
、
で
き
る
だ
け
早

く
第
二
工
区
を
事
業
化
す
る
よ

う
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問
職
員
の
資
質
向
上
に
資

す
る
た
め
の
職
員
研
修
が
必
要

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
総
務
企
画
部
長
計
画

的
な
職
員
研
修
を
実
施
し
、
人

材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

③趨鋤鹸鯛鱒璽

可
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わたしのⅡ 

作者紹介
菖豈１１２

かい

介」'■ 
~－－戸一＝Ⅱニー￣

No.１ 作・三森讃

鱗
農業、酪農が

盛んな小

ＤＪ 
Ｆ 

＝ 剛
激

アメリカ合衆国ニューハンプトン

綴
蒐ふ
しも
巫杠
ｉＱｊｌｂ 

三森清さん

(勝沼町菱山）
誇

一

、0ＨＰ

11119’ 
－－＝ロ

創
刊
号
で
募
集
し
た
四
コ
マ
漫
画
を
三
森
清
さ
ん
が
担
当
し
て
く
れ
ま

す
。
豊
か
な
才
能
を
生
か
し
、
お
じ
さ
ん
バ
ン
ド
で
は
ギ
タ
ー
も
演
奏
す
る

マ
ル
チ
人
間
。
「
か
つ
い
ま
議
会
広
報
に
引
き
続
き
執
筆
し
ま
す
が
、
楽
し

い
ネ
タ
を
考
え
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

陸
手塚□ンダリンさん(塩山牛奥）

剛

わ
た
し
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
よ
り
車
で
北
へ
約
九
十
分
、
人
口
約
二
千
九
百

人
の
リ
ン
ゴ
や
ト
ウ
モ
□
コ
シ
栽
培
、
酪
農
が
盛

ん
な
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
ト
ン
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
町

で
す
。
そ
こ
か
ら
四
十
マ
イ
ル
の
と
こ
ろ
に
は
、

マ
ス
釣
り
の
世
界
で
は
有
名
な
場
所
と
し
て
知
ら

れ
る
キ
ャ
ッ
ッ
キ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
、
収
穫
時
に
は
巨
大
桶
い
っ
ぱ
い
の

リ
ン
ゴ
を
二
Ｋ
〃
で
買
い
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
作
っ

た
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
馬
ぞ
り
遊

び
に
興
じ
、
銀
世
界
の
中
で
焚
き
火
を
囲
ん
で
飲

ん
だ
マ
シ
ュ
マ
ロ
入
り
ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

美
味
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
今
も
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
現
在
は
多
く
の
か
た
が
た
の
支
え

を
い
た
だ
き
、
第
二
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
甲
州
市
の

暮
ら
し
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
わ
た

し
の
ア
メ
リ
カ
の
故
郷
へ
も
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

Ｉ
 

騨
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〃
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「
Ｅ
一
国
国
纏
震
一
室

市
議
会
広
報
も
第
４
号
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆

様
に
も
徐
々
に
浸
透
し
、
見
慣

れ
て
き
た
で
し
ょ
う
か
。
わ
た

し
は
、
原
稿
執
筆
に
ま
だ
慣
れ

て
い
な
い
の
で
、
原
稿
締
め
切

り
い
つ
ぱ
い
ま
で
時
間
を
か
け
、

仕
上
げ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
「
慣
れ
る
」
で

す
が
、
「
常
態
と
な
る
」
「
習
慣

と
な
る
」
「
熟
練
、
上
達
す
る
」

な
ど
と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
日
常
の
暮
ら

し
の
上
で
、
「
慣
れ
」
を
求
め

ら
れ
る
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
市
民
の
読
者
に
は
、
市
議

会
広
報
が
、
習
慣
と
な
っ
て
い

た
だ
け
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
す
し
、
甲
州
市
も
、
名
前
と

行
政
が
一
日
も
早
く
常
態
と
な

野尻陽子議員が
本会議で陳謝

野尻陽子議員は、去る８月１１曰付

で発行した「甲州世直し新聞」につ

いて、Ｓ月定例会の本会議で次のよう

に陳謝しました。

「８月１１日発行、わたくしの甲州世

直し新聞において、山梨市のごみ処

理費の数字に手違いによるミスがご

ざいました。また、そのミスを知り

ながら次号で訂正ずればと考え、新
聞折り込みをしてしまいました。そ

の結果、市民の皆様、行政当局、同

僚の議員諸氏に大変ご迷惑をおかけ

いたしました。そのことをここにお

詫び申し上げます。今後-|-分に注意

いたします。」

れ
ば
い
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、

わ
た
し
た
ち
編
集
委
員
は
、

熟
練
、
上
達
す
る
こ
と
を
願

い
、
次
号
発
行
へ
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
Ｎ
）

ロ
議
会
広
報
編
集
委
員
会

市
議
会
議
長
廣
瀬
宗
勝

編
集
委
員
長
原

瀞Ｉ
 

副
委
員
長
丸
山
国
一

委
員

曽
根
益
彦

委
員

古
屋
匡
三

委
員

夏
八
木
盛
男

委
員

武
藤
雅
美

※
お
詫
び
と
訂
正

議
会
広
報
第
三
号
、
七
ペ

ー
ジ
の
甲
州
市
立
大
和
小
学

校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
請

負
契
約
の
記
事
の
文
中
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と

お
り
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。
仮
契
約
を
締
結
す

る
↓
契
約
を
締
結
す
る
。
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